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平
成
17
年
4
月
1
日
、
兵
庫
県
の

北
東
部
に
位
置
す
る
1
市
5
町（
豊

岡
市
、
城
崎
町
、
竹
野
町
、
日
高
町
、

出
石
町
、
但
東
町
）が
合
併
し
て
で

き
た
豊
岡
市
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン

ボ
ル
と
し『
い
の
ち
へ
の
共
感
』に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

豊
岡
は
、
人
口
規
模
は
小
さ
く

て
も
、
世
界
の
人
々
に
尊
敬
さ
れ
、

尊
重
さ
れ
る
ま
ち「
小
さ
な
世
界
都

市
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
野
生
復
帰
や
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
の
取
組
み
な
ど
を
通
じ
て
世

界
へ
の
扉
は
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
地
で
世
界
と
出
会
い
、
世

界
と
結
ば
れ
な
が
ら
決
然
と
生
き

て
い
く
」―
豊
岡
の
挑
戦
は
果
敢
に
、

大
胆
に
続
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

コウノトリ悠然と舞う
ふるさと
豊岡市

市
民
号「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」で
た
ど
る

新
市
10
年
の
旅
路

平
成
17
年
4
月

5
月

9
月

10
月

平
成
18
年
4
月

7
月

9
月

10
月

平
成
19
年
3
月

5
月

10
月

・
新「
豊
岡
市
」誕
生

・
初
代
豊
岡
市
長
就
任

・
新「
公
立
豊
岡
病
院
」開
院

・
台
風
23
号（
平
成
16
年
）災
害
ご
み
搬
出
完
了

・
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

・
台
風
23
号
1
周
年
事
業（
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
）を
実
施

・
初
の
豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙
を
執
行

・
出
石
そ
ば
伝
来
3
0
0
年
祭
事
業
を
実
施（
〜
12
月
）

・
竹
野
浜
に
ナ
イ
タ
ー
海
水
浴
場
と
ワ
ン
ワ
ン
ビ
ー
チ
を
開
設

・
豊
岡
市
旗
を
制
定

・
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を
開
催（
〜
10
月
）

・
消
防
本
部
豊
岡
消
防
署
出
石
分
署
但
東
駐
在
所
を
開
設

・
豊
岡
市
総
合
計
画
を
策
定

・
国
内
の
自
然
界
で
43
年
ぶ
り
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
誕
生
、
46
年
ぶ

り
に
巣
立
ち（
7
月
）

・「
コ
ウ
ノ
ト
リ　

子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」事
業
を
開
始

（
2
0
0
5
）

（
2
0
0
6
）

（
2
0
0
7
）

平成19年／12月21日
市の鳥に「コウノトリ」、両生
類に「オオサンショウウオ」、
石に「玄武岩」を制定

平成18年／６月17日
皿そば道中到着式（上田市→出石）

平成17年／９月24日
コウノトリ自然放鳥

平成17年／４月１日
開庁式でのテープカット
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12
月

平
成
20
年
3
月

 

5
月

7
月

10
月

12
月

平
成
21
年
2
月

4
月

5
月

6
月

10
月

・
出
石
の
ま
ち
な
み
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

・
市
の「
鳥
」「
両
生
類
」「
石
」を
制
定

・
5
月
20
日
を「
豊
岡
市
生
き
も
の
共
生
の
日
」に
制
定

・
豊
岡
市
歌
を
制
定

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
」の
導
入

・
市
全
域
が
防
災
行
政
無
線
エ
リ
ア
に

・
出
石
永
楽
館
を
復
原
し
、
柿こ

け
ら

落お
と
し

大
歌
舞
伎（
8
月
）や
全
国
芝
居
小
屋

会
議
を
開
催（
10
月
）

・
木
屋
町
小
路
が
オ
ー
プ
ン

・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
が
オ
ー
プ
ン

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
巣
立
ち
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」の
運
行
開
始

・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

・
市
民
憲
章
を
制
定

・
市
の「
木
」「
花
」「
魚
介
」を
制
定

・
都
市
計
画
税
廃
止
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
超
過
課
税
導
入

・「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」城
崎
温
泉
･
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
の
展
開

　
（
〜
11
月
）

・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
が
オ
ー
プ
ン

・
豊
岡
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
戒
本
部
を
初
め
て
設
置

・
結
婚
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念
品
贈
呈
を
開
始

・
副
市
長
を
全
国
か
ら
公
募
、
就
任（
9
月
）

・
本
庁
舎（
現
豊
岡
稽
古
堂
・
議
場
）の
保
存
･
活
用
決
定

・
ｅ
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
実
験
を
開
始

（
2
0
0
8
）

（
2
0
0
9
）

平成20年／３月26日
「生きもの共生の日」の制定。小学校で特
別授業

平成20年／８月１～５日
永楽館柿落大歌舞伎

平成21年／10月～
ｅ通勤プロジェクトの啓発

平成21年／２月６日
市民憲章、市の木に「やなぎ」、花に「チューリッ
プ」、魚介に「カニ」を制定
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平
成
22
年
4
月

10
月

11
月

平
成
23
年
2
月

3
月

6
月

7
月

8
月

10
月

平
成
24
年
2
月

3
月

5
月

6
月

7
月

9
月

12
月

平
成
25
年
1
月

・
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
増
進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」が
オ
ー

プ
ン

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
就
航
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
開
始（
12
月
）

・
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）で
本
市
の
生
物

多
様
性
の
取
組
み
が
先
進
事
例
と
し
て
紹
介

・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定（
平
成
26
年
9

月
に
再
認
定
）

・
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
を
開
催

・
地
域
主
体
の
最
初
の
公
共
交
通「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」が
運
行
開
始

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
Ｊ
Ｒ
豊
岡
新
駅
舎
が
完
成

・
鳥
居
橋
、
中
郷
築
堤（
10
月
）が
完
成

・
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
員
に
市
職
員
が
決
定（
平
成
23
年
7
月
か

ら
25
年
3
月
ま
で
派
遣
）

・
豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み　

豊
岡
」が
東
京
・

有
楽
町
に
オ
ー
プ
ン

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
開
始

・
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験
」を
開
始
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ「
活
性
化
運
行
」に
移
行（
平
成
26
年
10
月
）

・
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
工
事
に
着
手

・
豊
岡
駅
前
広
場
が
完
成

・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道　

八
鹿

－

豊
岡
南
間
工
事
に
着
手

・「
豊
岡
市
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
制
定

・「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
決
定

・
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
開
始

・
10
月
8
日
を「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」に
制
定

・
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー（
第
1
期
）が
完
成

・
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
本
市
に
移
転

（
2
0
1
0
）

（
2
0
1
1
）

（
2
0
1
2
）

（
2
0
1
3
）

平成22年／10月３日
山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに認定

平成23年／７月８日
豊岡市アンテナショップ
がオープン

平成22年／４月１日
ウェルストーク豊岡がオープン

平成24年／７月３日
円山川下流域・周辺水田がラムサール条約登録湿地に

平成24年／３月17日
豊岡駅前広場が完成
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2
月

3
月

4
月

8
月

11
月

12
月

平
成
26
年
2
月

3
月

4
月

6
月

7
月

8
月

11
月

平
成
27
年
1
月

3
月

4
月

・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
旅
行
ガ
イ
ド「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
」に
城
崎
温
泉
・
出
石
な
ど
が
掲
載

・
市
立
西
気
小
学
校
が
閉
校
し
、
市
立
清
滝
小
学
校
に
統
合（
4
月
）

・
農
業
の
担
い
手
を
養
成
す
る
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
を
開
校

・
新
庁
舎
が
開
庁
、
新
議
場
で
議
会
開
会

・
欧
州
最
大
規
模
の
旅
行
博
Ｗ
Ｔ
Ｍ
2
0
1
3
に
初
出
展

・
国
道
4
2
6
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス
が
開
通

・
全
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
で
豊
岡
病
院
・

市
消
防
本
部
編
成
チ
ー
ム
が
優
勝

・
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

・
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
地
区
事
業
を
開
始

・
シ
カ
の
捕
獲
強
化
3
カ
年
計
画
ス
タ
ー
ト
、
捕
獲
専
任
班
を
新
設

・
豊
岡
1
9
2
5
が
オ
ー
プ
ン

・
市
役
所
新
庁
舎
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

・
ト
ヨ
オ
カ 

カ
バ
ン 

ア
ル
チ
ザ
ン 

ア
ベ
ニ
ュ
ー
が
オ
ー
プ
ン

・
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
が
オ
ー
プ
ン

・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
を
展
開

・
豊
岡
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る「
豊
岡
稽
古
堂
塾
」を
開
講

・
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
を
開
催

・
最
後
と
な
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’14
」を
開
催

・
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会
う
音
楽
祭「
お
ん
ぷ
の
祭
典
」を

初
開
催

・
城
崎
温
泉
街
で
火
災
。
城
崎
町
湯
島
大
火
災
害
対
策
本
部
を
設
置

・
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
市
立
森
本
中
学
校
が
閉
校
し
、
市
立
竹
野
中
学
校
に
統
合（
4
月
）

・
新
豊
岡
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

（
2
0
1
4
）

（
2
0
1
5
）

平成26年／４月19日
市役所新庁舎がグランドオープン

平成26年春
中心市街地に魅力的な施設が次々誕生

平成25年／８月30日
新議場で議会が開会

平成26年／３月23日
まちなかステーションがオープン

平成26年／４月19日
アルチザンがオープン

平成26年／４月26日
城崎国際アートセンターがオープン

平成26年／４月18日
豊岡1925がオープン

豊
岡
駅 大開通り カ

バ
ン

ス
ト
リ
ー
ト



区　　分 予　算　額 前年度比
一般会計 495億5,792万円 ＋2.2％
特別会計 210億3,150万円 ＋7.8％
国民健康保険事業（事業勘定）106億5,294万円 ＋8.7％
国民健康保険事業（直診勘定） 1億　17万円 ＋13.3％
後期高齢者医療事業 10億7,210万円 ＋9.0％
介護保険事業 85億4,886万円 ＋4.1％
診療所事業 2億6,368万円 △7.1％
霊苑事業 3億2,679万円 ＋412.9％
太陽光発電事業 6,421万円 ＋6.2％
管理会財産区 275万円 △7.5％

企業会計 153億4,437万円 ＋4.4％
水道事業 48億7,574万円 ＋24.8％
下水道事業 103億  690万円 △2.9％
農業共済事業 1億6,174万円 △5.4％

合　　　計 859億3,379万円 ＋3.9％

会計別予算一覧一般会計・目的予算の内訳（歳入）

歳入
依存財源
（68.9％）
依存財源
（68.9％）

地方交付税
181億円(36.5％)
地方交付税
181億円(36.5％)

諸収入
28億3,535万円(5.7％)

諸収入
28億3,535万円(5.7％)

市税
97億6,043万円
(19.7％)

市税
97億6,043万円
(19.7％)国庫支出金

40億1,040万円
(8.1％)

国庫支出金
40億1,040万円
(8.1％)

地方消費税交付金
14億3,000万円(2.9％)
地方消費税交付金
14億3,000万円(2.9％)
県支出金
30億9,161万円
(6.2％)

県支出金
30億9,161万円
(6.2％)

地方譲与税3億3,610万円(0.7％)地方譲与税3億3,610万円(0.7％)

財産収入2億1,059万円(0.4％)財産収入2億1,059万円(0.4％)
寄付金1億6,320万円(0.3％)寄付金1億6,320万円(0.3％)

分担金および負担金4億6,080万円(0.9％)分担金および負担金4億6,080万円(0.9％)
繰入金9億6,598万円(2.0％)繰入金9億6,598万円(2.0％)

使用料および手数料10億2,933万円(2.1％)使用料および手数料10億2,933万円(2.1％)

その他4億2,033万円(0.9％)その他4億2,033万円(0.9％)

市債
67億4,380万円
(13.6％)

市債
67億4,380万円
(13.6％)

自主財源
（31.1％）
自主財源
（31.1％）

〈グラフ１〉

〈表２〉
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平成27年度 豊岡市予算案

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用され
るかを紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　《問合せ》財政課☎21-9014

一
般
会
計
は

4
9
5
億
5
7
9
2
万
円

　

平
成
27
年
度
の
予
算〈
表
1
参

照
〉は
、
一
般
・
特
別
・
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
12
会
計
の
総
額
が

8
5
9
億
3
3
7
9
万
円（
前
年

度
比
3
・
9
％
増
）に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
4
9
5
億
5
7
9
2
万

円（
前
年
度
比
2
・
2
％
増
）で
す
。

　

地
方
創
生
の
先
行
事
業
を
盛

り
込
む
平
成
26
年
度
補
正
予

算
と
一
体
的
に
編
成
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
一
般

会
計
の
実
質
的
な
予
算
総
額
は

4
9
9
億
5
9
2
2
万
円
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
市
民
の
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
の
先
行

的
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に「
豊
岡
で
世
界
と
出
会

う
」施
策
を
展
開
し
、
小
さ
な
世

界
都
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

市
債
残
高
は
1
2
8
6
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
の
施
設（
道
路
・

学
校
な
ど
）の
整
備
に
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
市
債
に
は
、
将
来
的

に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
返
済
を
負
担
し
て
も
ら
う

と
い
う
、
世
代
間
の
公
平
を
図
る

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
末
の
市
債
残
高

〈
表
2
参
照
〉は
、
一
般
会
計
分
が

約
6
3
1
億
円（
前
年
度
比
0
・

5
％
増
）で
、
こ
れ
に
、
特
別
・

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
て
の
市

債
残
高
は
、約
1
2
8
6
億
円（
前

年
度
比
1
・

5
％
減
）に

な
る
見
込
み

で
す
。
市
民

1
人
当
た
り

〔
平
成
27
年
1
月
31
日
現
在
人
口

8
万
5　
6　
6　
5
人
〕
で
は
約
1　
5

　
0
万
円
に
な
り
ま
す
。

会　計 市債残高
一　般 630.9億円
特　別 0.1億円
企　業 655.4億円
合　計 1,286.4億円

市民1人当たり 150万1千円
平成27年度末見込み

市債残高

平成27年度豊岡市予算（案）
～豊岡で世界と出会う　地方創生への挑戦～
12会計 総額で859億円

〈表１〉

予

算
の
概

要



一般会計・目的予算の内訳（歳出）一般会計・性質予算の内訳（歳出）

歳出

民生費
119億995万円(24.1％)
民生費
119億995万円(24.1％)

公債費
71億9,821万円
(14.5％)

公債費
71億9,821万円
(14.5％)

総務費
53億4,525万円
(10.8％)

総務費
53億4,525万円
(10.8％)

土木費
54億212万円
(10.9％)

土木費
54億212万円
(10.9％)

教育費
67億376万円
(13.5％)

教育費
67億376万円
(13.5％)

商工費
15億9,725万円(3.2％)
商工費
15億9,725万円(3.2％)

諸支出金4億9,314万円(1.0％)諸支出金4億9,314万円(1.0％)
農林水産業費
15億2,591万円(3.1％)
農林水産業費
15億2,591万円(3.1％)

消防費
19億3,394万円
(3.9％)

消防費
19億3,394万円
(3.9％)

衛生費
68億3,903万円
(13.8％)

衛生費
68億3,903万円
(13.8％)

議会費2億9,623万円(0.6％)議会費2億9,623万円(0.6％)
労働費3億313万円(0.6％)労働費3億313万円(0.6％)

予備費1,000万円(0.0％)予備費1,000万円(0.0％)

義務的経費(43.8％)………217億2,803万円
　人件費や扶助費、公債費などの支出が義務付け
　られ､任意に削減できない経費

投資的経費(18.2％)………90億14万円
　道路､公園､その他施設の建設などの整備に
　要する経費

一般行政経費(38.0％)…188億1,975万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への
　繰出金などの経費

その他…………………1,000万円
　予備費

〈表３〉

〈グラフ２〉〈グラフ３〉
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基
金
残
高
は
1
9
8
億
円

　

平
成
27
年
度
末
の
基
金（
預
金
）

残
高〈
表
3
参
照
〉は
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
全
て
の
基
金
を
合
わ
せ

る
と
、
約
1
9
8
億
円（
前
年
度

比
6
・
6
％
増
）に
な
る
見
込
み

で
す
。
市
民
1
人
当
た
り
で
は
約

23
万
円
に
な
り
ま
す
。

最
小
限
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お

金
）は
、
1
8
1
億
円
で
、
全
体

の
36
・
5
％（
前
年
度
比
1
・
1

％
増
）で
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、

97
億
6
0
4
3
万
円（
前
年
度
比

2
・
0
％
減
）で
、
歳
入
全
体
の

19
・
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
個

人
や
法
人
の
市
民
税
、
固
定
資
産

税
な
ど
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
る
市
債
は

67
億
4
3
8
0
万
円（
前
年
度
比

9
・
9
％
減
）で
す
。

〈
グ
ラ
フ
3
参
照
〉、
義
務
的
経
費

は
2
1
7
億
2
8
0
3
万
円
で
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

　

投
資
的
経
費
は
90
億
14
万
円

（
前
年
度
比
6
・
0
％
増
）を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
北
但

ご
み
処
理
施
設

や
運
動
公
園
、

学
校
施
設
な
ど

の
整
備
に
要
す

る
経
費
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
※
注
1
）は
、
88
・
9
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
財
政
の
健

全
化
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

（
※
注
2
）は
15
・
2
％
で
、
国
の

定
め
る
水
準
の
18
％
を
大
き
く
下

回
る
見
込
み
で
す
。

※
注
1
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

標
。
数
値
が
低
い
ほ
ど
、
自
由
に

使
え
る
財
源
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
注
2
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
連
結
決
算
の

考
え
方
を
導
入
。
18
％
を
超
え
る

と
、
起
債
発
行
に
国
の
許
可
が
必

要
と
な
る
。

基　金 基金残高
財政調整 89.3億円
特定目的 98.2億円
定額運用 3.9億円
特別会計 6.5億円
合　計 197.9億円

市民１人当たり 23万1千円
平成27年度末見込み

基金残高
一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

民
生
費
に

1
1
9
億
9
9
5
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳
〈
グ

ラ
フ
2
参
照
〉
で
最
も
多
い
も
の

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

充
実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
の

1
1
9
億
9
9
5
万
円
で
、
全

体
の
24
・
1
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
に
借
金
返
済
に
充
て
る

公
債
費
の
71
億
9
8
2
1
万

円（
14
・
5
％
）、
衛
生
費
の

68
億
3
9
0
3
万
円（
13
・
8
％
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

市
税
は
2
･
0
％
減

地
方
交
付
税
は
1
・
1
％
増

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、
市
債
、
国
県
支
出
金
な
ど

が
歳
入
の
68
・
9
％
を
占
め
る
極

め
て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
で
す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳
〈
グ
ラ
フ
1
参
照
〉
で
、
最
も

大
き
な
割
合

を
占
め
る
地

方
交
付
税

（
ど
の
自
治

体
で
も
必
要
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□
福
住
防
災
公
園
整
備
事
業

　

3
0
3
0
万
円

　
出
石
地
域
に
防
災
休
憩
所・倉
庫

の
あ
る
防
災
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。

□
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル

事
業
※　
　
　
　

2
1
9
万
円

　

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
、
震
災
総
合
防
災
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

□
消
防
団
員
報
酬
の
一
元
化
※

5
9
1
4
万
円

　

各
消
防
団
で
異
な
る
団
員
報
酬

額
を
各
階
級
別
に
統
一
し
ま
す
。

□
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
耐
震

補
強
等　
　

1
億
9
5
8
万
円

　

耐
震
補
強
工
事
と
外
壁
や
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

□
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業　

2
2
1
6
万
円

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支

援
策
を
強
化
し
ま
す
。

□
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

1
8
0
0
万
円

　

地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
が
介
護
予
防
や
日
常

生
活
支
援
に
参
画
す
る
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

　

北
但
1
市
2
町
で
進
め
る
北
但

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の
豊
岡

市
負
担
金
を
負
担
し
ま
す
。

□
環
境
ポ
イ
ン
ト
制
度1

2
9
万
円

　
「
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」に

代
え
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」と

ポ
イ
ン
ト
を
共
有
す
る
環
境
ポ
イ

ン
ト
制
度
を
設
け
ま
す
。

体
験
教
育
旅
行
」を
強
化
し
ま
す
。

□
但
馬
牛
放
牧
事
業　
　
　
　
　

1
5
0
万
円

　

休
耕
田
を
活
用
し
た
但
馬
牛
の

里
地
放
牧
を
し
ま
す
。

□
企
業
誘
致
の
推
進9

9
7
5
万
円

　

工
場
等
の
賃
借
料
の
補
助
で
、

企
業
立
地
を
推
進
し
ま
す
。

□
地
域
し
ご
と
支
援
事
業

1
5
0
0
万
円

　

人
材
育
成
の
た
め
鞄
縫
製
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

□
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

1
億
7
8
0
4
万
円

　

豊
岡
市
商
工
団
体
協
議
会
が
発

行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
事
業
と
事
務
に
補
助
し
ま
す
。

□
人
口
減
少
対
策
事
業9

8
5
万
円

　

豊
岡
市
版
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
す
。

□
但
東
地
域
人
口
減
少
対
策
事
業

4
1
7
万
円

　

人
口
動
態
、
未
婚
者
、
Ｕ
タ
ー

ン
意
向
等
を
調
査
し
、
人
口
減
少

対
策
を
モ
デ
ル
的
に
検
討
し
ま
す
。

□
移
住
促
進
意
向
調
査
等
事
業

4
7
4
万
円

　

移
住
希
望
者
の
目
的
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
本
市
を
移
住
先
に
選

ん
で
も
ら
う
た
め
、
移
住
に
関
心

　

総
合
計
画
に
定
め
る
多
く
の
施
策
の
実
現
の
た
め
、
限
り
あ
る
貴

重
な
財
源
で
、
防
災
･
福
祉
･
環
境
・
産
業
･
観
光
･
教
育
な
ど
各

分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
礎い
し
ず
え

を
構
築
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
先
行
事
業
を
盛
り
込
む
平
成
26
年
度
補
正
予
算
と
一

体
的
に
計
画
し
て
い
る
平
成
27
年
度
の
施
策（
案
）の
う
ち
、
新
規
･

拡
大
事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

「
人
口
減
少
」対
策
に
全
力

〜
平
成
27
年
度
の
主
な
施
策（
案
）〜

▲城崎温泉を訪れる外国人観光客 ▲自然再生拠点となる加陽湿地 ▲団員報酬額が階級別に統一される消防
団

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
な「
力
」を

高
め
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

□
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
整
備
事
業

4
億
5
8
6
2
万
円

　

竹
貫
区（
日
高
地
域
）の
旧
分
譲

宅
地
に
、
2
期
に
分
け
て
計
約

1
1
0
0
kw
の
太
陽
光
発
電
所
を

整
備
し
ま
す
。

□
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
事
業
※　

4
3
3
7
万
円

　

自
然
再
生
・
地
域
活
性
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

□
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
※

21
億
4
4
4
8
万
円

□
過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進　

2
億
8
1
2
9
万
円

　

城
崎
・
竹
野
・
但
東
地
域
で
、

過
疎
地
域
の
や
る
気
・
元
気
を
創

出
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

□
竹
野
ジ
オ
エ
リ
ア
拠
点
施
設
整

備
事
業　

1
億
3
4
6
0
万
円

　

竹
野
北
前
館
を
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
竹
野
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

□
着
物
レ
ン
タ
ル
業
支
援
事
業

6
0
0
万
円

　

出
石
城
下
町
を「
着
物
が
似
合

う
ま
ち
」と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
、
拠
点
施
設
の
改
修
整
備
や
着

物
レ
ン
タ
ル
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

□
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業　
　

4
1
1
万
円

　

但
東
地
域
で
農
業
や
農
村
の
暮

ら
し
を
通
じ
て「
い
の
ち
の
輝
き

平成27年度 主要施策
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機
関
と
し
て「
こ
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

□
英
語
遊
び
保
育
の
推
進
※

3
7
4
万
円

　

英
語
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、

英
語
遊
び
指
導
員
の
配
置
、
教
材

等
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

□
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推

進
事
業
※　
　
　

2
6
4
万
円

　

小
・
中
学
校
5
校
を
モ
デ
ル
校

に
指
定
し
、
演
劇
的
な
指
導
の
手

法
を
確
立
し
ま
す
。

□
植
村
直
己
冒
険
館
機
能
等
検
討

事
業
※　
　
　
　

7
7
7
万
円

　

日
本
の
冒
険
を
リ
ー
ド
す
る
冒

険
者
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
等
を

検
討
し
ま
す
。

□
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運

営
体
制
強
化
※
1
9
7
3
万
円

　

本
市
の
芸
術
文
化
の
国
際
的
戦

略
拠
点
に
位
置
付
け
、
当
面（
5

年
間
）市
の
直
営
と
し
、
芸
術
監

督
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
し
ま
す
。

□
芸
術
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
※　
　
　
　
　

1
8
0
万
円

　

最
先
端
の
芸
術
文
化
の
戦
略
策

定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
芸
術

文
化
担
当
参
与
を
設
置
し
ま
す
。

の
あ
る
人
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

□
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業　
　
　
　
　

8
4
1
万
円

　

仕
事
、
子
育
て
、
遊
び
な
ど
、

豊
岡
で
暮
ら
す
価
値
を
再
確
認
し
、

移
住
促
進
意
向
調
査
を
基
に
全
国

に
発
信
し
、
移
住
を
促
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
推
進
事

業
※　
　
　
　

1
0
0
0
万
円

　

農
機
具
メ
ー
カ
ー
、
市
内
農
業

生
産
法
人
等
と
連
携
し
、
無
農
薬

栽
培
技
術
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進　
　

9
4
1
万
円

　

今
年
開
催
さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
万
博

で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
輸
出
国

の
選
考
や
テ
ス
ト
販
売
な
ど
、
海

外
販
売
を
開
拓
し
ま
す
。

□
鳥
獣
害
対
策
支
援
事
業
※

3
9
2
万
円

　

市
鳥
獣
害
対
策
員
の
増
員
、
わ

な
猟
シ
カ
捕
獲
専
任
班
の
新
設
で

捕
獲
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
サ
ル
、

ク
マ
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

□
城
崎
温
泉
街
交
通
環
境
改
善
調

査
※　
　
　
　

2
0
0
0
万
円

　

慢
性
的
な
渋
滞
の
改
善
策
を
検

討
す
る
た
め
調
査
を
行
い
ま
す
。

□
都
市
景
観
形
成
の
推
進
※

8
0
6
万
円

　

屋
外
広
告
物
条
例
の
普
及
啓
発

や「
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
」

1
4
0
1
万
円

　

新
市
誕
生
10
周
年
を
祝
う
た
め
、

市
民
み
ん
な
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
の

記
念
事
業
を
し
ま
す
。

□
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転
整
備

12
億
4
9
3
8
万
円

　

運
動
公
園
を
圡
渕
か
ら
下
鶴
井

に
移
転
す
る
た
め
、
詳
細
設
計
・

用
地
買
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠

点
整
備
※
1
億
6
4
2
8
万
円

　

西
気
・
竹
野
南
地
区
公
民
館
の

整
備
や
日
高
地
区
公
民
館
の
耐
震

補
強
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
配
置
※

3
1
8
0
万
円

　

地
域
住
民
と
共
に
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た

め
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

□
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
の
改

修
※　
　

1
億
7
0
6
4
万
円

　

内
野
と
外
野
の
人
工
芝
生
化
を

行
い
ま
す
。

□
豊
岡
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
※

2
億
2
6
6
0
万
円

　

土
の
ト
ラ
ッ
ク（
走
路
）を
全
天

候
舗
装（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
製
）に
し

ま
す
。

※
の
施
策
は
、
10
・
11
ペ
ー
ジ
の

「
市
政
の
動
き
3
月
定
例
報
告
」で

も
説
明
し
て
い
ま
す
。

開
催
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

□
外
国
人
観
光
客
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業　
　

3
5
4
万
円

　
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
な
ど
で
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
※　
　
　
　

3
0
0
万
円

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
ま
ち
づ
く
り
組

織
）設
立
に
向
け
た
体
制
整
備
を

行
い
ま
す
。

□
無
料
Ｗワ

イ
　
フ
ァ
イ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
※

4
4
4
万
円

　

外
国
人
観
光
客
用
に
、
無
料
Ｗ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

□
外
国
人
観
光
客
情
報
取
得
・
分

析
事
業　
　
　
　

5
0
0
万
円

　

無
料
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
利
用
者
の
属

性
や
行
動
経
路
な
ど
の
情
報
を
取

得
・
分
析
し
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

□
海
外
情
報
発
信
機
能
整
備
事
業

1
0
8
万
円

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
認
知
度
向

上
・
誘
客
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、

フ
ラ
ン
ス
で
の
情
報
発
信
機
能
の

整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

▲内野と外野が人工芝生化されるこう
のとりスタジアム

▲演劇を通したコミュニケーション教
育

▲海外販売を開拓するコウノトリ育む
お米

人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

□
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
※

1
0
4
3
万
円

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
塩
津
町
）

の
機
能
を
充
実
し
、
新
た
な
教
育

□
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
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市
政
の
動
き

　  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

2
月
27
日
、
平
成
27
年
第
1
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
所

信
を
述
べ
、
提
出
議
案
を
説
明
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
所
信

　

今
年
最
大
の
課
題
は
、
地
方
創

生
へ
の
挑
戦
。
目
標
達
成
の
た
め

の
有
力
な
分
野
の
一
つ
は
、
若
い

人
の
定
住
促
進
で
す
。
ま
た
、「
小

さ
な
世
界
都
市
」の
実
現
に
向
け

た
努
力
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

　

一
日
市
排
水
機
場
の
設
備
や
福

住
防
災
公
園
を
整
備
し
、
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
や
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
継
続
し
ま
す
。
市
立
診
療

所
の
資
機
材
を
充
実
さ
せ
、
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
等
の
た
め
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
す
。
低
所
得
者
に
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
保
全
を

進
め
、
野
生
復
帰
を
通
じ
た
自
然

再
生
と
地
域
再
生
の
取
組
み
の
浸

透
を
図
り
ま
す
。「
豊
岡
型
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
〜
自
然
に
抱
か
れ
た
豊

岡
の
新
し
い
暮
ら
し
か
た
〜
」の

取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
代
え
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
と
ポ
イ
ン
ト
を
共

有
す
る
環
境
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を高

め
る
ま
ち

　

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
開
催

（
東
京
）や
海
外
戦
略
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
パ
リ
で
の
情
報
発
信
、
フ
ラ

ン
ス
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
で
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
「
着
物
が
似
合
う
町
」出
石
の
定

着
の
た
め
、
着
物
レ
ン
タ
ル
拠
点

施
設
整
備
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
や
青
年
就

農
給
付
金
等
に
よ
り
、
就
農
の
意

欲
喚
起
と
定
着
を
図
り
ま
す
。
休

耕
田
で
の
但
馬
牛
の
里
地
放
牧
、

森
林
再
生
の
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
、
田
結
漁
港
の
防
波
堤
調
査
、

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
支

援
し
、
空
き
店
舗
等
の
出
店
者
に

助
成
を
行
い
ま
す
。
工
場
等
新
増

設
の
賃
借
料
補
助
を
新
設
し
ま
す
。

　

道
路
や
橋
の
整
備
、
Ｗウ

ィｅ
ぷ
ら

ざ
の
改
修
、
公
共
交
通
計
画
の
策

定
、
奥
山
区（
出
石
地
域
）で
の
携

帯
電
話
基
地
局
の
整
備
を
し
ま
す
。

　

都
市
圏
居
住
者
の
移
住
意
向
調

査
等
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
拡
充
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓ひ

ら

く
人
を
育
む
ま
ち

　

田
鶴
野
幼
稚
園
の
保
育
室
の
改

築
等
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と

出
会
う
音
楽
祭「
お
ん
ぷ
の
祭
典
」

を
実
行
委
員
会
主
体
で
開
催
。
子

ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
は
、
四

季
型
周
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、

地
区
公
民
館
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
出
向
く
野
生
復
帰
大
作
戦
」を
巡

回
開
催
し
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
更
新

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
拠
点

と
し
て
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　

城
崎
防
災
倉
庫
の
美
術
作
品
等

収
蔵
庫
へ
の
一
部
転
用
、
出
石
家

老
屋
敷
の
修
理
等
を
し
ま
す
。
永

楽
館
歌
舞
伎
公
演
を
増
や
し
ま
す
。

　

円
山
川
運
動
公
園
移
転
整
備
の

用
地
買
収
、
詳
細
設
計
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
を
基
本
に
、
住
民
と
行
政
が

役
割
分
担
し
、
協
働
し
て
新
し
い

地
域
運
営
の
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

組
織
の
事
務
局
を
担
い
、
地
域
の

活
動
を
支
え
る
人
材
と
し
て
地
域

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

ま
た
、
拠
点
と
な
る
地
区
公
民
館

施
設
の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　

城
崎
地
域
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
の
強
化
、
城
崎
温
泉
泊
覧

会
事
業
な
ど
で
誘
客
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
城
崎
温
泉
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
歴
史
的
建

造
物
の
国
登
録
有
形
文
化
財
登
録

を
目
指
し
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
竹
野
北
前
館

を
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
竹
野
エ

リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
、

参
加
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
竹
野
浜
ふ
る

さ
と
自
立
計
画
の
活
動
拠
点
と
し

て
空
き
家
を
整
備
し
ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
合
宿
を
誘
致
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
振
興
を
図
り
、
兵
庫
神
鍋

高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
竹
貫
区
に
大
規

模
地
場
ソ
ー
ラ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

や
市
立
美
術
館
‐
伊
藤
清
永
記
念

館
を
活
用
し
て
、
文
化
振
興
と
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
建
物
保
存
や
出
石
城
跡
の
整
備

等
に
よ
り
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は「
シ
ル
ク
温
泉

や
ま
び
こ
」を
改
修
し
、「
た
ん
た

ん
温
泉
福
寿
の
湯
」の
経
営
改
善

を
支
援
し
ま
す
。「
い
の
ち
の
輝
き

体
験
教
育
旅
行
」や
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
で
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
人
口
減
少
対
策
を
検
討
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
に
新
市
誕
生
10
周

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
等
に
基

づ
き
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

■
主
要
項
目

○
但
馬
地
域
総
合
治
水
推
進
計
画

　

浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、
県
総

合
庁
舎
駐
車
場
の
地
下
に
雨
水
貯

留
施
設
を
設
置
す
る
案
が
あ
り
、

県
と
共
同
で
取
り
組
み
ま
す
。

○
北
但
大
震
災
90
年

　
　
　
　
　
　

メ
モ
リ
ア
ル
事
業

　

5
月
に
講
演
会
等
、
8
月
に
総

合
防
災
訓
練
等
の
メ
モ
リ
ア
ル
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
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受
け
、
官
民
共
同
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
Ｗウ

ェ

ブ
Ｅ
Ｂ
用
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
制
作

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
外
国
人
に
豊
岡
を
紹

介
す
る
短
編
映
像
を
制
作
し
ま
す
。

○
無
料
Ｗワ

イ
　
フ
ァ
イ

ｉ

－

Ｆ
ｉ 

　

外
国
人
観
光
客
用
に
市
内
主
要

観
光
地
に
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

○
海
外
戦
略

　

昨
年
の
城
崎
温
泉
の
外
国
人
宿

泊
客
数
は
1
万
3
8
7
7
人
で
、

前
年
比
で
44　
・　
8
％
の
増
で
す
。

従
来
の
戦
略
市
場
の
欧
州
、
香
港

に
加
え
、
成
長
著
し
い
東
南
ア
ジ

ア
に
も
売
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
推
進

　

無
農
薬
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

と
有
機
育
苗
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の

　
　
　
　
　
　
　

海
外
販
路
開
拓

　

海
外
の
販
路
確
保
の
た
め
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
等
を
行
い
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　

わ
な
猟
の
シ
カ
捕
獲
専
任
班
新

設
や
捕
獲
実
施
隊
編
成
に
よ
り
、

捕
獲
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

○
宅
地
事
業
特
別
会
計
の
運
営

　

平
成
26
年
度
末
で
当
会
計
を
廃

止
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備

　
「
八
鹿
日
高
道
路（
平
成
28
年
度

供
用
開
始
予
定
）」「
日
高
豊
岡
南

道
路
」の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
城
崎
大
橋
の
整
備

　

左
岸
取
付
け
道
路
工
事
に
着
手

し
、
右
岸
取
付
け
道
路
の
用
地
買

収
等
を
実
施
予
定
で
す
。

○
城
崎
温
泉
街
交
通
環
境
改
善

　

城
崎
温
泉
街
の
観
光
客
や
地
域

住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
交
通

状
況
等
の
調
査
解
析
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
促
進

　

定
期
便
利
用
は
、
過
去
最
高
年

度
と
ほ
ぼ
同
等
で
推
移
し
、
伊
丹

経
由
の
東
京
乗
継
利
用
は
年
間

1
万
人
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
運
行

　

4
月
か
ら
、
運
行
部
門
は

W

ウ

イ

ラ

ー
ILLER  T

ト
レ
イ
ン
ズ

RA
INS

㈱
、
管
理
部

門
は
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱
。
通

称
名
は「
京
都
丹
後
鉄
道（
丹
鉄
）」

に
、
宮
津

－

豊
岡
間
の「
宮
津
線
」

は「
宮み

や

豊と
よ

線
」に
変
わ
り
ま
す
。

○
豊
岡
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
制
定

　

屋
外
広
告
物
制
限
事
項
を
景
観

計
画
に
位
置
付
け
、
県
屋
外
広
告

物
条
例
を
市
条
例
に
移
行
し
ま
す
。

○
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会

　

6
月
に
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
制
度
改
革

　

次
期
教
育
長
の
任
期
か
ら
、
教

育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新
教
育
長
を
任
命
し
ま
す
。

○
と
よ
お
か
教
育
プ
ラ
ン
の
策
定

　

マ
イ
ナ
ス
1
歳
か
ら
15
歳
ま
で

の
保
育
・
教
育
の
基
本
理
念
等
を

定
め
る
、
第
3
次
プ
ラ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
。

○
豊
岡
市
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

　

不
登
校
･
発
達
障
害
等
へ
の
支

援
の
充
実
の
た
め
に
設
置
し
ま
す
。

○
幼
児
期
か
ら
の
英
語
遊
び
保
育

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
で
、
Ｃ
Ｄ
等
を
活
用
し
た
英

語
遊
び
保
育
を
拡
充
し
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

　

モ
デ
ル
校
で
、
演
劇
的
手
法
を

取
り
入
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
育
成
事
業
を
し
ま
す
。

○
植
村
直
己
冒
険
館
の
機
能
検
討

　

冒
険
者
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

の
検
証
、
新
た
な
機
能
等
の
検
討

を
し
ま
す
。
2
0
1
5
日
本
冒
険

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　

運
営
体
制
の
強
化

　

最
先
端
の
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
と

し
て
高
評
価
を
受
け
、
国
内
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
制
作
し
て

い
ま
す
。「
最
先
端
の
芸
術
文
化
に

よ
る
若
者
の
誘
引
」戦
略
の
拠
点

と
す
る
た
め
、
市
の
直
営
に
し
て

体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
の
人

工
芝
生
化
と
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸

上
競
技
場
の
改
修
を
し
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
の
整
備

　

竹
野
南
地
区
公
民
館
は
、
平
成

28
年
度
完
成
を
目
途
に
建
替
え
を

行
い
ま
す
。

　

西
気
地
区
公
民
館
は
、
旧
西
気

小
学
校
普
通
教
室
棟
跡
地
に
建
設

し
、
既
存
の
特
別
教
室
棟
や
屋
内

運
動
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
無
償
貸

与
し
ま
す
。

○
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
配
置

　

地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
を
自

主
的
・
自
立
的
に
実
行
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

○
平
成
27
年
度
の
市
の
組
織

　

支
所
を「
振
興
局
」に
改
編
す
る

等
、
市
の
組
織
改
革
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
状
況

　

昨
年
12
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か

ら
年
末
ま
で
の
間
で
、
約
7　
2　
5

　
6
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
2
月
25
日
現
在
、
平

成
26
年
度
の
合
計
は
、
8　
2　
9　
9

　
万
円
で
、
平
成
25
年
度
1
年
間
と

比
較
し
て
、
約
14
倍
で
す
。

○
消
防
団
員
報
酬
の
一
元
化

　

消
防
団
員
の
報
酬
額
を
、
6
消

防
団
の
各
階
級
別
の
最
高
報
酬
額

で
統
一
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
総
合
相
談
・

　
　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
た

め
、
同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
豊

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
委

託
す
る
予
定
で
す
。

○
霊
苑
特
別
会
計
借
入
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　

繰
上
げ
償
還

　

市
立
東
霊
苑
整
備
の
借
入
金
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
一
括

繰
上
げ
償
還
し
ま
す
。

○
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
事
業

　

平
成
27
年
度
に
実
施
設
計
と
用

地
取
得
を
行
い
ま
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

施
設
完
成
は
平
成
28
年
7
月
末

で
す
が
、
ご
み
受
け
入
れ
は
同
年

4
月
か
ら
で
き
る
見
込
み
で
す
。

○
下
水
道
使
用
料
改
定

　

平
成
28
年
度
か
ら
返
済
資
金
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
使
用
料

改
定
を
検
討
し
ま
す
。

○
販
路
拡
大
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
託
し
、

環
境
経
済
事
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
販
売
等
を
支
援
し
ま
す
。

○
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
ま
ち
づ
く
り
組
織
）

　

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
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中
貝
市
長
は「
周
り
の
選
手
が

強
く
見
え
る
だ
ろ
う
が
、
他
の
選

手
も
よ
そ
の
選
手
が
強
く
見
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
自
信
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

　
「
豊
岡
稽
古
堂
塾
」は
、
政
策
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
る
た
め
に

必
要
な
理
論
、
理
念
、
ス
キ
ル
等

を
民
間
の
方
と
市
職
員
が
共
に
学

び
、
戦
略
的
に
考
え
、
効
果
的
に

実
行
す
る
力
を
身
に
付
け
た
、
将

来
の
豊
岡
市
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
塾
で
す
。

　

昨
年
6
月
の
開
校
以
来
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
講
師
を
招
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
な
ど
、
22
回
の
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
、
第
1
期
生
の
研
究

発
表
会
が
豊
岡
稽
古
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

▲（左から）増田選手、井上選
手、中貝市長、田中選手、
岡森監督

▲「心を動かすスピーチ」を受講

▲ビジネスプランを発表

〜
未
来
の
豊
岡
市
を
担
う
人
材
を
育
成
〜

豊
岡
稽
古
堂
塾
第
1
期
生
研
究
発
表
会
開
催

〜
自
信
を
持
っ
て
競
技
に
挑
ん
で
〜

「
ぐ
ん
ま
冬
国
体
」出
場
選
手
激
励
会
開
催

〜
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
も
貢
献
〜

但
東
町
三
原
区
太
陽
光
発
電
・
非
常
用
電
源
完
成
説
明
会
開
催

【
2
月
】

11
日
・
豊
岡
市
歴
史
的
建
築
物
保

存
活
用
検
討
委
員
会

12
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
地
・

韓
国
か
ら
招
く
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー（
〜
14
日
）

16
日
・
第
70
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
出
場
の
豊
岡
市

出
身
選
手
激
励
会

19
日
・
観
正
寺
庭
園（
気
比
）が
県

指
定
文
化
財
に
指
定

　
　

・
市
民
安
全
確
保
推
進
会
議

23
日
・
但
東
町
三
原
区
太
陽
光
発      

電
お
よ
び
非
常
用
電
源

完
成
説
明
会

24
日
・
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
会

議

25
日
・
タ
イ
国
際
旅
行
フ
ェ
ア
に

出
展（
〜
3
月
1
日
）

27
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

3
月
26
日
）

【
3
月
】

3
日
・
豊
岡
市
防
災
会
議

5
日
・
外
国
人
用「
リ
ビ
ン
グ
ガ

イ
ド
」配
布

6
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
１
期
生

　
　
　

研
究
発
表
会

10
日
・
豊
岡
市
も
の
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー

12
日
・
航
空
機
連
携
山
岳
救
助
訓

練

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

2
月
16
日
、
第
70
回
国
民
体
育

大
会
冬
季
大
会「
2
0
1
5
ぐ
ん

ま
冬
国
体
」に
出
場
す
る
本
市
出

身
選
手
の
激
励
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

出
場
す
る
の
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
男
子
監
督
・
岡
森

且か
つ

哉や

さ
ん
、
少
年
男
子
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
田
中
太た

い

規き

さ

ん
と
井
上
和
真
さ
ん
、
少
年
女
子

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
増

田
菜
々
子
さ
ん
、
成
年
男
子
Ｃ
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
佐
古
昌
洋
さ

ん
の
5
人
で
す
。

  
三
原
区（
但
東
地
域
）は
、
県
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
の
む
ら
づ
く
り

支
援
事
業
」の
認
定
を
受
け
、
太
陽

光
発
電
設
備
と
災
害
時
に
利
用
す

る
地
区
避
難
所
の
非
常
用
電
源
と

な
る
蓄
電
池
設
備
な
ど
の
設
置
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

工
事
が
完
了
し
、
2
月
23
日
、

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
は

ら
で
、
同
区
主
催
の
完
成
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

塾
生
は
4
班
に
分
か
れ
、
10
カ

月
間
学
習
し
た
内
容
を
も
と
に
、

そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
を
見
据
え
た「
ア
ウ

ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ

る
人
口
増
加
策
」や「
と
よ
お
か
イ

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
市
立

図
書
館
で
幼
児
期
か
ら
シ
ニ
ア
世

代
ま
で
一
貫
教
育
で
、
未
来
の
人

材
を
育
成
す
る
政
策
」、「
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
後
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
講

師
の
皆
さ
ん
が
講
評
し
ま
し
た
。

▲設置した太陽光発電設備
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市
で
は
、
環
境
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
観
光
を
一
つ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
を
構
築
す
る
た
め
、
今
回
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
ポ
ン
ス
ニ
が
生

ま
れ
た
伊
豆
人
工
巣
塔
の
観
察
や

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
、
田
結

湿
地
で
の
え
さ
生
物
調
査
等
の
環

境
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
城
崎
温

泉
街
の
散
策
や
座
禅
な
ど
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
暮
ら
す
豊
岡
の
自
然
と

文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
意
見
は
、
今
後
の
ツ

ア
ー
造
成
に
生
か
し
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
韓
国
全
土
に
広
ま
り

ま
し
た
。
韓
国
で
は
、
今
年
放
鳥

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
本
市
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

く
し
ゃ
み
を
し
な
が
ら
め
っ

た
に
し
な
い
部
屋
の
片
付
け
を

し
て
い
る
と
、
手
作
り
の
絵
本

が
出
て
き
ま
し
た
。
5
歳
の
こ

ろ
の
娘
の
話
と
絵
を
妻
が
装
丁

し
た
も
の
で
し
た
。「
ゆ
か
い
な

も
り
に 

も
み
の
き
が 

い
っ
ぽ
ん 

あ
り
ま
し
た
。
そ
の 

い
っ
ぽ
ん

の
き
は 

い
ち
ば
ん 

や
く
に
た
つ 

き
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら 

そ
れ
は 

ク
リ
ス
マ
ス
に
は 

き
れ
い
な 

ツ

リ
ー
に 

な
る
か
ら
で
し
た
」

　

読
み
だ
す
と
、
も
う
掃
除
ど
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
な
ら

家
で
役
立
た
ず
の
市
長
を
叱
責

す
る
妻
も
懐
か
し
が
っ
て
、
し
ば

し
の
平
和
が
訪
れ
ま
し
た
。
当
時

息
子
と
娘
に
盛
ん
に
本
を
読
ん

で
い
た
妻
は
、
今
は
毎
晩
孫
に
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ク
シ
ュ
ラ
の
奇
跡
」と
い
う

本
が
あ
り
ま
す
。
複
雑
な
障
害
を

負
っ
て
生
ま
れ
、
夜
も
昼
も
眠
れ

ず
に
む
ず
か
る
ク
シ
ュ
ラ
に
、
彼

女
の
母
親
は
生
後
4
カ
月
の
と

き
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

始
め
ま
す
。
彼
女
は
絵
本
に
強
い

関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
5
歳

に
な
る
こ
ろ
に
は「
知
能
は
平
均

よ
り
は
る
か
に
高
く
、
社
会
的
に

も
十
分
に
順
応
し
て
い
る
」と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

著
者
は
書
い
て
い
ま
す
。「
ク

シ
ュ
ラ
の
読
ん
だ
本
が
、
ク
シ
ュ

ラ
に
大
勢
の
友
だ
ち
を
与
え
た

こ
と
こ
そ
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
…
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ク
シ
ュ

ラ
し
か
知
ら
な
い
暗
く
て
寂
し

い
場
所
へ
お
供
し
た
の
は
、
本
の

中
の
住
人
に
他
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
」

　

豊
岡
市
が
朝
の
読
書
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

を
小
中
学
校
で
展
開
し
て
い
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

本
の
中
の
世
界
に
子
ど
も
た
ち

が
想
像
の
翼
を
広
げ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も

た
ち
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
努

力
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
ツ
リ
ー
の 

し
た
に
は 

い
ろ

ん
な 

ど
う
ぶ
つ
が 

と
う
み
ん
し

て
い
ま
す
」「
ゆ
か
い
な 

も
り
の

ツ
リ
ー
は 

ど
っ
し
り
と 

ね
を 

お
ろ
し
て 

は
る
ま
で 

ね
む
っ

て
い
る 

み
ん
な
を 

ま
っ
て
い
ま

す
」こ
れ
は
、
毎
晩
お
話
を
読
ん

で
く
れ
る
母
親
の
イ
メ
ー
ジ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
話
の
箱

89

　

2
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
通
し
た
交
流
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
韓
国
の
方
々
を
招

い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
3
月
、
豊
岡
生
ま
れ
の
１

羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
初
め
て
国
境

を
越
え
、
韓
国
に
渡
り
ま
し
た
。

　
「
ポ
ン
ス
ニ
」の
愛
称
で
呼
ば
れ

る
こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
よ
う
と
、

慶キ
ョ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

・
金キ

海メ

市
へ
の
来
訪
者

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ

ン
ス
ニ
の
飛
来
は
、
新
聞
報
道
や

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
放
映

　

在
住
外
国
人
が
、
本
市
で
暮
ら

す
上
で
役
立
つ
生
活
情
報
を
掲
載

し
た「
豊
岡
市
リ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
」

（
改
訂
版
）を
作
成
し
ま
し
た
。
改

訂
版
で
は
、
県
営
・
市
営
住
宅
、

〜
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
〜

英
語
版
の「
豊
岡
市
リ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
」「
豊
岡
市
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行

〜
豊
岡
生
ま
れ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
取
り
持
つ
ご
縁
〜

韓
国
と
の
交
流
を
目
指
す
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施

▲豊岡市防災ハンドブック

▲豊岡市リビングガイド

▲巣塔のコウノトリを観察する参
加者

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
や
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
の
情
報
を
追
加
。
医
療

情
報
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
在
住
外
国
人

が
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
掲
載
し
た「
豊
岡
市

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し

ま
し
た
。
風
水
害
や
地
震
へ
の
備

え
、
避
難
方
法
、
情
報
を
得
る
手

段
な
ど
を
掲
載
し
、
災
害
時
に
役

立
つ
日
本
語
も
記
載
し
て
い
ま
す
。 　

リ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
は
3
月
か
ら

配
布
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
4

月
3
日
か
ら
、
市
役
所
や
地
区
公

民
館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
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心
配

・
一
人
暮
ら
し
の
方
で
、
体
調
が

悪
い
よ
う
だ
が
、
受
診
を
し
て

い
な
い

■
日
頃
か
ら
の
備
え

　

相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
訪
問

な
ど
で
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は「
認
知
症
」に
関
す
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
症
状
の
進
行
と
と

も
に
、
少
し
ず
つ
問
題
行
動
と

し
て
現
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら「
本

人
に
変
わ
っ
た
様
子
は
な
い
か
」

「
受
診
を
す
す
め
た
ほ
う
が
よ
い

の
か
」な
ど
、
家
族
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
急
に
具
合
が
悪

く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
持
病

や
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
メ
モ

を
事
前
に
特
定
の
場
所
に
保
管
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
救
急

隊
な
ど
に
迅
速
な
情
報
提
供
を
行

う「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の
活

用
が
有
効
で
す
。
キ
ッ
ト
の
配
布

は
、
高
年
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
？
」と

思
う
出
来
事
で
も
、
確
認
す
る
と
、

早
急
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

民
生
委
員
を
は
じ
め
、
見
守
り

事
業
に
取
り
組
む
多
く
の
協
力
機

関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
目
安
に
し
て
い
る

「
気
付
き
の
ポ
イ
ン
ト
」を
次
の
と

お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

○
繰
り
返
し
同
じ
物
を
買
っ
た
り
、

同
じ
こ
と
を
言
う

・
何
度
も
通
帳
を
再
発
行
す
る
。

数
日
前
に
再
発
行
済
み
で
あ
る

こ
と
を
説
明
す
る
と
、
生
活
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
訴

え
て
く
る

・
会
う
た
び
に
、
同
じ
こ
と
を
言

う
。
鍵
な
ど
の
大
事
な
も
の
を

頻
繁
に
な
く
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る

○
最
近
目
立
っ
て
や
せ
て
き
た
、

顔
色
が
悪
い

・
出
会
っ
た
と
き
に
、
以
前
よ
り

や
せ
て
元
気
が
な
い
。
店
の
前

に
ず
っ
と
座
っ
て
い
る

・
夫
を
介
護
し
て
い
る
妻
が
疲
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
妻
に
も

病
気
が
あ
り
、
今
後
の
こ
と
が

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
□12

　
平
成
26
年
度
の
各
地
域
で
の
見
守
り
活
動（
ま
と
め
）

　

進
学
・

就
職
な
ど

で
親
元
を

離
れ
一
人

暮
ら
し
を

始
め
た
若
者
が
、
20
歳
を
過
ぎ
、

未
成
年
者
を
理
由
と
す
る
契
約
の

取
り
消
し
が
で
き
な
く
な
る
の
を

狙
っ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

〈
事
例
1
〉

　
「
見
知
ら
ぬ
異
性
か
ら
の
誘
い
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）で
知
り

合
っ
た
異
性
か

ら
食
事
に
誘
わ

れ
て
出
掛
け
た
。

2
時
間
近
く
雑

談
を
し
て
い
る

う
ち
に
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
話
題
に
な
り
、
高
額
な

指
輪
を
勧
め
ら
れ
た
。
最
初
は
断

っ
て
い
た
が
、
４
時
間
近
く
勧
誘

さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

見
知
ら
ぬ
異
性
か
ら
の
誘
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
72

〜
若
者
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
そ
れ
っ
て
悪
質
商
法
か
も
〜

　

ま
た
、
就
職
活
動
中
に「
無
料

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
な
い
か
」と
呼

び
出
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、

高
額
な
就
職
活
動
の
た
め
の
講
座

に
勧
誘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

要
注
意
で
す
。

〈
事
例
2
〉

　
「
友
人
か
ら
の『
も
う
け
話
』」

　

友
人
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
投
資

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
す
る
よ
う
勧
誘

さ
れ
た
。
断
り
き
れ
ず
に
契
約

し
た
と
こ
ろ
、

「
車
を
買
う
」

名
目
で
ロ
ー

ン
会
社
か
ら

60
万
円
を
借

り
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
借
り
た
お

金
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
支
払
い
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
利
用
方
法

は
教
え
て
も
ら
え
ず
、
誰
か
を
紹

介
す
る
と
、
一
人
に
つ
き
10
万
円

を
渡
す
こ
と
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

友
人
や
先
輩
か
ら
勧
誘
さ
れ
て

も
、
安
易
に
契
約
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
断
り
に
く
い
状
況
に
な
っ

て
も
、
内
容
が
十
分
に
理
解
で
き

な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
紹
介
料
を
得
る
た
め
に

強
引
な
勧
誘
を
す
る
こ
と
で
、
友

人
関
係
の
崩
壊
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た

　
　

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

悪
用
し
て
接

近
し
、
親
し

く
な
っ
た
と

錯
覚
さ
せ
た

後
、
高
額
な

商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
を
迫
る
手
口
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
安
易
に
公
開
し
な

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
の
書
き
込

み
内
容
な
ど
を
う
の
み
に
し
な
い

よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
困
っ
た
な
、
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
豊
岡

市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

－

9
0
0
1
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○
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

①
予
防
給
付
基
準
サ
ー
ビ
ス
…
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
、
今
と
同
じ
内
容
、

利
用
料
、
基
準
で
、
市
が
認
め

た
介
護
事
業
者
等
が
提
供
し
ま

す
。

②
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
…
買
物
、

ご
み
出
し
、
見
守
り
な
ど
、
利

用
者
の

ニ
ー
ズ

に
合
っ

た
サ
ー

ビ
ス（
身
体
介
護
や
調
理
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
、
機
能
訓
練
な
ど

の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
除

く
）を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉
法

人
、
民
間
の
事
業
所
な
ど
が
受

け
皿
に
な
り
、
地
域
住
民
と
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
提
供
し
ま
す
。

○
い
つ
か
ら
ど
こ
で
実
施
？

①
予
防
給
付
基
準
サ
ー
ビ
ス

　

4
月
1
日
か
ら
市
全
域
で
実
施

し
ま
す
。

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
は
、
今
ま
で
ど
お
り
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
今
、

要
支
援
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
等
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
同

じ
事
業
者
で
同
じ
内
容
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
料
も
同
じ
考
え
方
で
す
。

②
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
準
備
が
で
き

た
地
区
で
、
10
月
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
す
。

○
誰
が
ど
う
や
っ
て
利
用

　

総
合
事
業
の
対
象
者
は
、
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
方
か
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
い
う
生
活
機
能

の
評
価
項
目
の
所
定
の
項
目
に
該

当
す
る
方
で
す
。

　

ま
た
利
用
す
る
に
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
作
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
が
必
要
で
す
。

　

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
方
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

❺

〜
４
月
か
ら
要
支
援
認
定
者
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
市
の
事
業
に
〜

基　　　準 国が全国一律で設定 → 市が独自に設定

サービス提供者 国の基準を満たした事業者 → 市が認める者（多様な主体）

サービス内容
国の基準で決められたサー
ビス内容 → 市が設定（柔軟な内容が可能）

利　用　料 全国一律 → 市が独自に設定

介護保険の介護予防
給付制度で実施

○４月から市が実施

要支援認定者等のホームヘルプサービスやデイサービスの事業

○何が変わるのか

同じ介護保険制度の中で、市が実
施する地域支援事業の介護予防・
日常生活支援総合事業(総合事業)
で実施

　

な
お
、
予
防
給
付
基
準
サ
ー
ビ

ス
と
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
の
ど
ち

ら
を
利
用
す
る
か
は
、
同
セ
ン
タ

ー
が
面
接
等
で
判
断
し
ま
す
。

４月から

豊
岡
市
の
サ
ー
ビ
ス

支
え
合
い
に
か
か
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か

○
支
援
の
担
い
手
に

　

支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
団

体
等
と
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア（
有
償
も
含
む
）と
の
協
働
が
必

要
で
す
。
資
格
は
必
要
な
く
、
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
行
い
ま
せ
ん
。

で
き
る
範
囲
で
、
支
援
の
担
い
手

に
な
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、
高
年
福
祉
課
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
・
協
力
の
連
絡
先
》

　

高
年
福
祉
課
☎
29

－

0
0
5
5

▲配食等生活支援サービス

▲ミニデイサービス
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　健康運動教室が始まって３年目に入りました。
膝の調子が良くなった、足腰が軽くなったなど、
カラダの変化を実感する方も多いです。さらに、
教室に来るのが楽しい、あまり交流がなかった
人とも話ができるようになったとの意見もあり、
地域のつながりが強まっているように感じます。
カラダだけでな
く、地域の活性
化にも効果をも
たらす健康づく
り、あなたの地
域でも取り組ん
でみませんか？ ▲教室の様子（手足のばし）

　健康づくり推進モデル事業では、４区（下陰区、
西花園区、桑野本区、岩中区）を指定し、健康運
動教室や歩キングを通して、個々の健康状態の
変化や、地域のつながりを検証しています。
　西花園区では、毎週月曜日、区の会館に集ま
り、歩キング体操や筋力トレーニング、ストレッ
チ体操をみんなで楽しんでいます。
　人と人とのつながりやコミュニティの場とし
て、家族以外の人と会話し笑顔を交わす機会と
なっています。

◎笑い会えることが楽しい〔中道智津子さん〕
　天気が悪い日などは、教室に
行きたくないときもありました
が、行けば顔なじみになった人
とおしゃべりをして、笑い合え
ることが楽しいです。だから続
けられていると思います。健康
のためというよりは「楽しいから来たい」という
気持ちです。習慣になり、生活の一部になって
います。

◎筋トレは高齢者にもお勧め〔黒田謙二郎さん〕
　教室は、運動不足が楽しく解
消できるとても良い場です。こ
の筋トレは、若い人だけでなく、
運動不足の高齢者には特に適し
ていると思います。より多くの
人に参加してもらって、誰もが

いつまでも健康にいてほしいと願っています。

■健康運動教室参加者の声

《問合せ》健康増進課☎24‒1127
「楽しい」から健康運動教室に参加しています～西花園区～

▲どんな生きものが住んでいるかな？

　大空を舞うコウノトリって、とても美しいですよね。
　コウノトリが野外で生きていくためには、さまざまな生き
ものが暮らしていける『健康な自然』が必要です。
　コウノトリKIDSクラブは、子どものための活動サークル。
平成27年度は、生きものの暮らしを守るためのさまざまな活
動を通じて『命を見つめる心』を養います。
　生きものが大好きな子どもたちも、ちょっぴり苦手な子ど
もたちも、一緒に楽しく活動しましょう！

●応募資格
　・市内在住の小学４～６年生（平成27年４月時点）
　・コウノトリや豊岡の自然に関心がある方
　・年間を通じて活動に参加できる方
●募集人数　20人程度
●活動期間　４月から３月の間に８回程度
●活動内容　生きもの調査、環境保全活動など
●参　加　費　年間2,000円（教材代）
●申込方法　コウノトリ共生課またはコウノトリ文

化館にある所定の申込用紙で申込み
●申込期間　３月25日（水）～４月17日（金）

コウノトリKIDSクラブに参加すると
●特典１　新メンバーには、KIDSクラ

ブのオリジナルキャップとＴ
シャツ、観察用ノートをプレ
ゼント

●特典２　参加回数に応じて、“生きも
のバッジ”がも
らえる！

●特典３　豊岡の自然やコ
ウノトリを大好
きになれる！

平成27年度

コウノトリK
キ ッ ズ

IDSクラブ メンバー募集！
《問合せ》コウノトリ共生課☎21‒9017



も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）
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　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です！⑦
～来年度の獣害対策に向けて～

も
モ
グ
ラ
は
、
ネ
キ
リ
ム
シ
な
ど

を
食
べ
て
く
れ
る
農
業
の
助
っ
人

で
も
あ
る
の
で
、
捕
獲
後
は
影
響

の
な
い
場
所
に
逃
が
し
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

モ
グ
ラ
の
捕
獲
は
簡
単
で
す
…

が
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

農
文
協
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る

「
モ
グ
ラ　

お
も
し
ろ
生
態
と
か

し
こ
い
防
ぎ
方
」に
詳
し
く
書
か

れ
て
い
ま

す
。
図
書

館
に
も
蔵

書
が
あ
り

ま
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
本
に
よ
る
と
、
風

車
、
爆
音
気
、
振
動
機
、
電
子
音

な
ど
の
撃
退
機
は
あ
ま
り
意
味
が

な
い
よ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
モ
グ
ラ
の
被
害
で

深
刻
な
の
が
、
田
に
穴
を
あ
け
て

漏
水
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
稲
刈
り

後
の
田
ん
ぼ
に
、
こ
ん
も
り
と
し

た
小
さ
な
土
盛
り
が
い
く
つ
も
で

き
て
い
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

畦あ
ぜ

の
穴
を
ふ
さ
い
で
も
、
穴
は
耕

運
層
を
越
え
て
下
層
土
に
届
い
て

畦
の
外
側
に
抜
け
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
モ
グ
ラ
の
穴
の
確
認

は
、
耕
運
後
に
は
分
か
ら
な
く
な

る
の
で
、
耕
運
前
に
や
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
一
般
の
部

孫
み
や
げ
も
っ
た
い
な
く
て
ま
だ

食
べ
ず　
　
　
　
　
（
河
野
淳
子
）

バ
ス
電
車
一
駅
く
ら
い
歩
い
ち
ゃ

お　
　
　
　
　
　
（
古
賀
由
美
子
）

エ
コ
ノ
ミ
ー
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
深
絆　
　
　
　
（
五
宝
千
津
代
）

消
し
忘
れ
蛍
光
灯
が
泣
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
順
）

「
も
っ
た
い
な
い
」ペ
ッ
ト
の
イ
ン

コ
し
ゃ
べ
り
出
す　
　
（
知
恵
袋
）

ム
ダ
す
る
も
も
っ
た
い
な
が
る
も

人ひ

類と

の
業わ

ざ　
　
　
　
（
小
林
佳
史
）

も
っ
た
い
な
い
こ
の
心
根
が
地
球

を
救
う　
　
　
　
　
（
小
山
時
雄
）

も
っ
た
い
な
い
節
約
と
ケ
チ
の
意

味
違
い　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ズ
）

ひ
と
工
夫
は
ん
ぱ
野
菜
が
ご
ち
そ

う
に　
　
　
　
　
（
神
崎
み
さ
き
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

一
つ
の
部
屋
家
族
だ
ん
ら
ん
あ
あ

素
敵　
　
　
　
　
（
門
田
樹
里
亜
）

お
風
呂
は
ね
あ
い
た
ら
す
ぐ
に
入

り
ま
す　
　
　
　
　
（
矢
熊
大
樹
）

物
で
つ
な
が
る
よ
り
心
で
つ
な
が

ろ
う　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

1
日
に
も
っ
た
い
な
い
は
何
個
あ

る　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
美
咲
）

　

今
回
は
モ
グ
ラ
対
策
で
す
。
実

は
モ
グ
ラ
は
肉
食
。
大
根
、
ニ
ン

ジ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
イ
チ
ゴ
な
ど

は
食
べ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
真
犯

人
は
ネ
ズ
ミ
や
虫
で
す
。
モ
グ
ラ

に
よ
る
被
害
は
、
ト
ン
ネ
ル
に
よ

っ
て
根
が
乾
燥
し
て
枯
れ
て
し
ま

う
こ
と
。
特
に
苗
土
に
は
、
モ
グ

ラ
の
大
好
物
で
あ
る
ミ
ミ
ズ
が
多

く
集
ま
り
ま
す
。
そ
れ
を
食
べ
る

た
め
に
穴
を
掘
り
、
根
が
乾
燥
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

苗
の
ほ
か
に
も
、
刈
り
取
っ
て

ま
と
め
た
雑
草
や
肥
、
倒
れ
た
ト

タ
ン
板
な
ど
の
下
に
も
ミ
ミ
ズ
が

集
ま
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
片
付
け

る
の
も
対
策
の
一
つ
で
す
。
逆
に

そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
モ
グ
ラ
を

捕
獲
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
で

　

豊
岡
の
タ
ン
ポ
ポ
は
、
温
暖
な

海
岸
沿
い
か
ら
開
花
し
始
め
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
に
あ
っ
た
タ
ン
ポ

ポ（
在
来
タ
ン
ポ
ポ
）は
、
3
〜
5

月
に
し
か
咲
き
ま
せ
ん
が
、
外
国

か
ら
や
っ
て
来
た
タ
ン
ポ
ポ（
外

来
タ
ン
ポ
ポ
）は
、
条
件
が
良
け

れ
ば
1
年
中
咲
い
て
い
ま
す
。
在

来
タ
ン
ポ
ポ
は
山
裾
の
近
く
に
あ

る
集
落
の
土
手
や
道
沿
い
、
林
縁

に
、
外
来
タ
ン
ポ
ポ
は
市
街
地
や

農
地
な
ど
、
よ
り
人
の
手
の
加
わ

っ
た
と
こ
ろ
に
生
育
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
豊

岡
の
タ
ン
ポ
ポ
は
、
人
と
の
関
わ

り
が
希
薄
な
自
然
の
中
で
は
生
育

で
き
な
い
植
物
の
よ
う
で
す
。

　

豊
岡
は
タ
ン
ポ
ポ
の
種
類
が
非

常
に
多
く
、
6
種
類
の
在
来
タ
ン

ポ
ポ
〔
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヤ

マ
ザ
ト
タ
ン
ポ
ポ
、
ク
シ
バ
タ
ン

ポ
ポ
、オ
オ
ク
シ
バ
タ
ン
ポ
ポ（
仮

称
）、
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
、
キ

ビ
シ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
〕
が
生
育
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
外
来
種
で
あ

る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ア
カ
ミ

タ
ン
ポ
ポ
の
仲
間
や
外
来
種
と
在

来
種
の
雑
種
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

生い

き
も
の
イ
キ
イ
キ
観
察
記
④

〜
タ
ン
ポ
ポ
〜

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
豊
岡
市

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
身
近

な
生
き
も
の
を
「
ま
ず
は
知
る
」

作
戦
！
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　
☎
21

－

9
0
1
7

　

タ
ン
ポ
ポ
の
観
察
も
楽
し
い
で

す
が
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、

も
と
も
と
食
用
と
し
て
導
入
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
葉
を
サ

ラ
ダ
と
し
て
食
べ
た
そ
う
で
、
レ

タ
ス
に
ち
ょ
っ
と
似
た
苦
い
味
が

し
ま
す
。
根
っ
こ
の
き
ん
ぴ
ら
は

な
か
な
か
お
い
し
い
で
す
し
、
乾

燥
し
た
根
っ
こ
か
ら
は
タ
ン
ポ
ポ

コ
ー
ヒ
ー
も
作
れ
ま
す
。
私
は
花

の
天
ぷ
ら
が
好
き
で
す
。
タ
ン
ポ

ポ
は
野
生
の
植
物
な
の
で
、
食
用

に
さ
れ
る
と
き
は
、
農
薬
な
ど
が

散
布
さ
れ
て
い
な
い
場
所
の
も
の

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真
・
文　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ

ノ
ト
リ
市
民
研
究
所　

主
任
研
究

員 

菅
村
定さ

だ

昌よ
し

）

▲３種類の在来タンポポが隣り
合って生えている。オオクシバ
タンポポ（左）、カンサイタンポ
ポ（中）、シロバナタンポポ（右）
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市
内
企
業
の
販
路
拡
大
・
収
益

力
向
上
、
雇
用
拡
大
な
ど
を
支
援

す
る「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」の
支

援
対
象
企
業
を
募
集
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
説
明
会

▽
日
時　

4
月
8
日（
水
）午
後
2

時
〜
3
時
30
分

▽
場
所　
本
庁
舎　

3
階　

庁
議
室

▽
内
容　

地
域
人
づ
く
り
事
業
の

概
要
説
明
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

紹
介

▽
対
象　

市
内
に
事
業
所
を
置
き
、

か
つ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
受
け
る

こ
と
で
、
雇

用
拡
大
、
従

業
員
の
賃
金

ア
ッ
プ
を
目

指
す
企
業
担

当
者
な
ど

▽
定
員　

60
人

▽
申
込
期
限　

4
月
7
日（
火
）

■
豊
岡
市
も
の
づ
く
り
企
業
等
支

援
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
製
造
業
の
新
製
品
開
発
・

設
備
投
資
・
販
路
開
拓
・
起
業
・

第
二
創
業
な
ど
に
か
か
る
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

①
新
製
品
・
技
術

開
発
支
援
②
新
生
産
設
備
・
生

産
方
法
導
入
支
援
③
販
路
拡
大

支
援
④
起
業
・
第
二
創
業
支
援

▽
そ
の
他　

事
業
内
容
、申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、4
月
中
旬
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

共
通
事
項

《
申
込
み
・
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー

　

推
進
課
☎
23

4
4
8
0

　
FAX
　22

3
8
7
2

　
メ
ー
ル
　ecovalley@

city.

　
　
　
　
　
　

 
toyooka.lg.jp

《地域人づくり事業の支援メニュー》
メニュー 内容

①展示会出展支援事業

出展計画の策定、効果的なブース・広報媒体
作成方法、出展後の商談獲得方法などについ
ての研修を行い、展示会出展による収益増加
を支援する。

②販路拡大支援事業　
ものづくり企業の製品や製造技術などを都市
部商社・卸小売業・メーカー等に売り込み、商
談獲得を促進し、販路拡大を支援する。

③マーケティング戦略
　策定等支援事業　　

ものづくり企業を対象に、対象企業の事業分
野の専門家を派遣し、市場の将来性・競合等
調査、会社分析、経営戦略策定等を行い、マーケ
ティング戦略の実施をサポートし、収益力向
上を支援する。

④Ｕターン就職等合同
　企業説明会開催事業

本市出身の京阪神在住者などを対象にした合
同企業説明会、企業向け研修などを開催し、
市内企業の人材確保を支援する。

※①～③従業員の処遇改善を目指す事業、④雇用拡大を目指す事業

平
成
27
年
度
豊
岡
市
地
域
人
づ
く
り
事
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市
の
サ
ー
ビ
ス
の

「
寡
婦（
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用
」

「
出
石
永
楽
館
」書
籍 

発
売
！ 

　

所
得
控
除
の
一
つ
で
あ
る
寡
婦

（
夫
）控
除
は
、
そ
の
対
象
が
婚
姻

歴
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
、
婚
姻
歴

の
あ
る
場
合
に
比
べ
、
市
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
機
会
や
利
用
者
負

担
額
、
給
付
額
で
、
不
利
な
格
差

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
、平
成
27
年
4

月
1
日
か
ら
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
で

未
婚
で
も
婚
姻
歴
の
あ
る
場
合
と

同
様
と
み
な
し
た
扱
い
を
し
ま
す
。

◎
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

▼
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
▼
自
立
支

　

歌
舞
伎
役
者
・
片
岡
愛
之
助
さ

ん
が
語
る「
出
石
永
楽
館
」の
書

籍
が
発
売

さ
れ
ま
す
。

永
楽
館
に

か
か
わ
る

皆
さ
ん
も

登
場
し
ま
す
。

○
書
籍　
『
愛
之
助
が
案
内　

永

　

楽
館
も
の
が
た
り
』

○
著
者　

片
岡
愛
之
助・清
水
ま
り

援
医
療（
更
生
・
育
成
医
療
）▼
障

害
者（
児
）補
装
具
費
支
給
▼
日
常

生
活
用
具
給
付
▼
移
動
支
援
▼
日

中
一
時
支
援
▼
身
体
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
▼
訪
問
入
浴
▼
療
育
支

援
▼
障
害
者
運
転
免
許
取
得
助
成

金
▼
身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
助

成
金
▼
軽
・
中
度
難
聴
児
補
聴
器

購
入
助
成
▼
助
産
施
設
入
所
者
負

担
金
▼
母
子
生
活
支
援
施
設
入
所

者
負
担
金
▼
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
▼
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
保
育
料

《
問
合
せ
》

・
各
種
保
育
料
…
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
22

4
4
5
2

・
そ
の
他
…
社
会
福
祉
課

　

☎
24

7
0
3
3

○
内
容　
「
永
楽
館
歌
舞
伎
」の
魅

力（
新
作
歌
舞
伎『
神こ
う

の
鳥
』誕

生
の
舞
台
裏
な
ど
）、
閉
館
か

ら
44
年
!
奇
跡
の
復
活
ま
で
の

道
の
り（
出
石
の
ま
ち
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
思
い
な
ど
）他

　

全
2
0
0
ペ
ー
ジ

○
発
行　

株
式
会
社　

集
英
社

○
発
売
日　

3
月
26
日（
木
）

○
価
格　

定
価
1
4
0
0
円
+
税

○
発
売
場
所　

市
内
の
書
店
な
ど

《
問
合
せ
》大
交
流
課

　

☎
21

9
0
1
6
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
４
月
11
日（
土
）は
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時

●
４
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金　

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は

　

各
支
所
市
民
福
祉
係

会
社
等
に
就
職
す
る
方
、
退
職

す
る
方
な
ど
の
届
け
出
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
の
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

　

国
民
年
金
は
、
日
本

国
内
に
住
所
が
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

全
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
就

職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
必
要
な
届

け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
給
す

る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）へ

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
1

号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤

務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
20
歳
以
上
の

方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
年
金
手
帳

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
、
市
役
所
市
民

課
市
民
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
福

祉
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
退
職
な
ど
次
の
場
合
は
届
け
出

が
必
要
で
す

　

届
け
出
先
は
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
係
で
す
。

■
学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
た
方
へ

　

保
険
料

の
学
生
納

付
特
例
や

納
付
猶
予

を
受
け
た

期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就
職
し
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
や
追
納
の
申
請
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
ま
で
。

　

平
成
27
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料

（
定
額
）は
、
月
額

1
5
5
9
0
円（
付

加
保
険
料
4
0
0
円
）で
す
。
こ

の
改
定
に
伴
い
前
納
保
険
料
も
下

表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す（
口
座

振
替
に
よ
る
1
年
前
納
・
2
年
前

納
申
込
は
、
2
月
末
で
終
了
し
て

い
ま
す
）。

届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき
（20歳以上60歳未満の厚生年金・
共済年金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者

・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書
・雇用保険の退職を
証明する書類

　配偶者に扶養されていたが、
配偶者が厚生年金、共済年金をや
めたとき（または65歳に到達した） 第３号被保険者↓

第１号被保険者

・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書　　厚生年金・共済年金加入者の

被扶養配偶者本人の見込み年収
額が130万円以上になるとき

■前納の保険料表
納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金支払（月々） 15,590円 93,540円 187,080円 382,200円

現金支払（前納）
クレジット納付（前納）

【割 引 額】
１カ月前納は
ありません。

92,780円
【760円】

183,760円
【3,320円】

２年前納は
ありません。

口座振替（前納）
【割 引 額】

15,540円
【50円】

92,480円
【1,060円】

183,160円
【3,920円】

366,840円
【15,360円】
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
第
九
な
ど
の
歌
の
指
導
や
オ
ペ
ラ
の

解
説
な
ど
で
、
豊
岡
・
但
馬
の
音
楽
や
文
化
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
る
、
情
熱
的
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

藤
原
俊
輔
さ
ん（
74
歳
）戸
牧

大
好
き
な
音
楽
の
力
で

豊
岡・但
馬
を
元
気
な
地
域
に
！

　
兵
庫
県
地
域
文
化
団
体
協
議

会
や
但
馬
文
化
協
会
、
夢
但
馬

2
0
1
4
推
進
協
議
会
、
第
九
を

う
た
う
会
、
但
馬
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

研
究
会
な
ど
、
各
種
団
体
の
会
長

等
を
務
め
る
傍
ら
、
音
楽
の
指
導

な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
藤
原

俊
輔
さ
ん
で
す
。

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
少
年

　「
い
い
声
で
歌
う
ね
」と
近
所
で

評
判
だ
っ
た
藤
原
少
年
。
歌
う
こ

と
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。「
た
っ

た
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
自
在
に
操
り
、

ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
か
ご
に

入
れ
る
こ
と
が
快
感
」と
振
り
返

り
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
経
験
が
、
後
に
ピ
ア
ノ

を
弾
く
障
害
に
な
る
こ
と
を
想
像

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

誤
診
、
そ
し
て
苦
悩

　
高
校
1
年
生
の
と
き
に「
結
核
」

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
的
に

誤
診
で
し
た
が
、
自
宅
療
養
と
入

院
を
繰
り
返
し
、
1
年
間
高
校
を

休
み
ま
し
た
。
こ
の
と
き
藤
原
さ

ん
を
支
え
た
の
が
、
大
好
き
な
音

楽
で
し
た
。

　
音
楽
教
師
に
憧
れ
る
よ
う
に
な

り
、
復
学
後
は
教
員
免
許
を
取
る

た
め
に
、
東
京
の
芸
術
大
学（
音

市歌を斉唱（豊岡市成人式）
夢但馬2014推進協議会会長としても活躍。
但馬の宝を次世代へ

人気のオペラの講座

楽
専
攻
）を
目
指
し
ま
し
た
。
入

試
に
必
要
な
ピ
ア
ノ
の
演
奏
。
弾

い
た
こ
と
が
な
い
上
に
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
影
響
で
指
が
固
く

な
り
、
繊
細
に
鍵
盤
を
弾
け
る
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
た
」│
取
り

つ
か
れ
た
よ
う
に
練
習
曲
を
弾
き
、

芸
大
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
、
五
線
譜
の
書
き
方

や
歌
の
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、
周

り
の
学
生
に「
競
争
心
の
塊
、
人

の
失
敗
を
期
待
す
る
よ
う
な
雰
囲

気
」を
感
じ
ま
し
た
。「
歌
は
楽
し

く
歌
う
も
の
」と
い
う
理
想
と
現

実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
音
楽
を
楽

し
め
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
留
学

　
芸
大
を
卒
業
後
、
音
楽
に
結
論

を
出
す
に
は
早
い
と
思
い
、
ド
イ

ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
留
学
を
決

意
。
カ
バ
ン
一
つ
で
、
国
立
音
楽

大
学
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。
3

月
に
渡
独
し
ま
し
た
が
、
大
学
の

通
常
の
入
学
は
9
月
。
大
学
に
直

談
判
し
、
特
別
に
受
験
さ
せ
て
も

ら
い
、
入
学
で
き
ま
し
た
。
大
学

で
は
ド
イ
ツ
語
で
の
歌
、
オ
ペ
ラ

な
ど
を
勉
強
。
ド
イ
ツ
人
の
先
生

や
学
生
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
、

音
楽
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
し

た
。
放
送
局
の
合
唱
団
に
声
を
掛

け
て
も
ら
っ
た
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
村

の
通
訳
長
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
東
京
の
音
大
に
就

職
し
、
10
年
間
、
ド
イ
ツ
歌
曲
、

イ
タ
リ
ア
歌
曲
な
ど
を
教
え
ま
し

た
。

人
の
役
に
立
ち
た
い

　
近
畿
大
学
か
ら
教
授
の
就
任
依

頼
を
受
け
た
藤
原
さ
ん
。「
い
つ
か

親
孝
行
を
し
た
い
」と
思
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
約
30
年
前
、
教

授
を
引
き
受
け
、
豊
岡
に
帰
郷
し

ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
豊
岡
で

歌
の
指
導
が
で
き
る
こ
と
に
、
幸

せ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
豊
岡
で
は
、
但
馬
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
研
究
会
や
第
九
を
う
た
う
会
の

歌
の
指
導
な
ど
、
多
く
の
方
に
頼

ら
れ
ま
し
た
。「
必
要
と
さ
れ
る
な

ら
役
に
立
ち
た
い
。
や
り
出
し
た

ら
、
自
身
が
楽
し
ん
で
い
る
。
疲

れ
は
感
じ
な
い
」と
笑
い
ま
す
。

　
藤
原
さ
ん
は「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

は
耳
の
聞
こ
え
な
い
晩
年
に
、
第

九
な
ど
の
名
曲
を
残
し
た
。
曲
を

書
け
た
の
は
若
い
と
き
に
音
楽
に

精
通
し
た
か
ら
。
何
で
も
い
い
か

ら
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
人
生
の
財
産
に
な
る
」と
若

者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

※広報とよおか５月号（４月25日発行）から、コーちゃん・オーちゃんの「見つけた！豊岡元気人」のコーナーは、｢Toyooka 
Topics-とよおかの旬な人と話題-｣に変更になります。
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ほ
ん
わ
か
と
し
た
家
庭
の
雰
囲
気
の
紙
芝
居
を
届
け
た
い

昔
な
が
ら
の
紙
芝
居 

か
と
う
一
座

　
「
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
」。

拍
子
木
の
高
い
澄
ん
だ
音
が
紙
芝

居
の
始
ま
り
を
告
げ
ま
す
。

　
「
昔
な
が
ら
の
紙
芝
居 

か
と
う

一
座
」は
、
自
作
の
紙
芝
居
を
中

心
に
、
市
内
で
上
演
す
る
女
性
5

人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
く

中
で
、
平
成
24
年
の

「
と
よ
お
か
・
こ
ど

も
ま
つ
り
」で
、
市

販
の
紙
芝
居
を
上
演

し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
一
座
を
結
成
し

ま
し
た
。

　

保
育
園
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
中
心
に
活
動
し
、
上
演
を
重
ね

る
う
ち
に
、
地
元
の
伝
承
や
民
話

を
紙
芝
居
に
し
て
語
り
た
い
と
の

思
い
が
生
じ
、
紙
芝
居
を
自
作
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
25

年
に「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
」を

作
成
。
以
降
、「
小し
ょ
ん

便べ
ん

地
蔵
」「
忘
れ

て
な
ん
ぼ
」「
鼻
か
け
地
蔵
」の
3

作
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
る
ま
で
、
メ
ン
バ

ー
は
、
誰
も
紙
芝
居
の
経
験
が
な

く
、
絵
を
描
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
年
に
1
作
の
ペ
ー
ス
で

紙
芝
居
作
り
に
励
み
ま
す
。

　

作
品
へ
の
こ
だ
わ
り
は「
家
族

の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
」を
伝
え
る

こ
と
。
話
の
中
に
、

苦
楽
を
共
に
す
る

家
族
を
登
場
さ
せ

る
こ
と
で
、
ほ
ん

わ
か
と
し
た
家
庭

の
雰
囲
気
を
出
す

こ
と
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

温
か
み
の
あ
る

絵
と
、
複
数
の
読
み
手
に
よ
る
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
芝
居
が
特
徴
で
、

評
判
は
上
々
。
上
演
回
数
は
年
々

増
え
、
最
近
は
、
年
間
15
回
か
ら

20
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
人
に
紙
芝
居
を
届
け
、

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
話
す
メ

ン
バ
ー
。
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　

上
演
依
頼
は
、
座
長
の
加
藤
清

子
さ
ん
ま
で
。
☎
23

4
8
9
7

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています。
※「笑顔の輪」は、今月号で終了します。　　　　　　　　　

▲自作の紙芝居｢鼻かけ地蔵｣

　

出
石
史
料
館（
出
石
町
宵
田
）で
特
別
展「
城
下

町
の
お
ひ
な
さ
ま
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

史
料
館
は
、
明
治
時
代
の
商
家
を
利
用
し
た
風

情
あ
る
建
物
。
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
明

治
期
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
9
組
の
ひ
な
人
形
が
、

歴
史
情
緒
に
彩
り
を
添
え
、
ま
る
で
過
去
に
時
間

旅
行
し
た
か
の
よ
う
。

　

特
別
展
を
主
催
す
る
出
石
皿
そ
ば
協
同
組
合
理

事
長
の
石
田
伊
久
雄
さ
ん
は「
昔
は
親
か
ら
子
へ

風
習
や
伝
統
を
伝
え
て
い
た
が
、
最
近
は
そ
う
い

っ
た
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
展
示
を

見
て
、
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
話
し
ま
す
。
開
催
は
4
月
6
日（
月
）ま
で
。

　

3
月
8
日
、
但
東
地
域
42
区
の
自
主
防
災
組
織

を
対
象
に「
豊
岡
市
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」を
但
東
支
所
で
開
催
。
参
加
者
は
、
心
肺

蘇
生
法
や
救
急
時
の
措
置
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

奥
矢
根
区
か
ら
参
加
し
た
谷
口
清せ
い

喜き

さ
ん
は
、

「
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
い
方
は
、

思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
だ
っ
た
。
搬
送
法
の
受
講

も
初
め
て
。
実
習
は
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
地
域
防
災
計
画
の
理
念
は「
み
ん
な
の
力

で
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」│
。
共
助
の
役
割
を
担

う
自
主
防
災
組
織
の
実
践
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

但
東
で「
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

〝
み
ん
な
で
命
と
暮
ら
し
を
守
る
〞

城
下
町
の
お
ひ
な
さ
ま

日
本
の
風
習
・
伝
統
に
慣
れ
親
し
む

▲明治から昭和にかけてのひな人形が並ぶ

▲応急担架の作成・搬送法や止血法などを学ぶ
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第
1
位（
8
0
0
点
）

▽
北
村
元
気（
日
高
町
太
田
）

第
67
回
兵
庫
県
高
等
学
校
新
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

■
優
勝（
近
畿
大
会
に
出
場
）

▽
藤
本
巧こ
う

太た（
育
英
高
校
1
年
・

日
高
町
鶴
岡
出
身
）

第
37
回
兵
庫
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

■
女
子
2
0
0
m
自
由
形
15
、16
歳

の
部　

第
1
位（
2
分
7
秒
04
）

▽
金か

納の
う

友ゆ
う

海み（
竹
野
中
学
校
3
年
・

竹
野
町
竹
野
・
N
S
I
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
所
属
）

第
58
回
日
本
学
生
科
学
賞

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

■
神
戸
市
教
育
長
賞

▽
井
﨑
里
美（
出
石
中
学
校
3
年
・

出
石
町
伊
豆
）

兵
庫
県
幼
・
小
・
中
造
形
教
育
展

■
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
賞

▽
安
原
由ゆ

喜き（
出
石
中
学
校
1
年
・

出
石
町
川
原
）

関
西
も
の
づ
く
り
新
撰
２
０
１
５

〇
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
長
巻
コ
イ
ル

ス
プ
リ
ン
グ

▽
㈱
東
豊
精
工（
下
陰
）　
近
畿
経

第
５
回
全
国
中
学
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
平
成
26
年
11
月
23
〜
24
日
、
東

京
都
世
田
谷
区
）

■
男
子
59
キ
ロ
級
の
部　

準
優
勝

▽
伊
藤
朱し

ゅ

里り（
豊
岡
南
中
学
校
3

年
・
木
内
）

　
伊
藤
君（
網

野
町
少
年
レ
ス

リ
ン
グ
教
室
所

属
）が
出
場
し
た
男
子
59
キ
ロ
級

に
は
49
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

準
々
決
勝
で
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
所

属
す
る
選
手
を
破
る
な
ど
勝
ち
進

み
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
君
は「
全
国
大
会
で
の
入

賞
は
初
め
て
な
の
で
う
れ
し
か
っ

た
」と
話
し
ま
し
た
。

第
22
回
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

テ
ク
ニ
カ
ル
選
手
権
西
日
本
大
会

（
1
月
31
日
、
養
父
市
）

■
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門　

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

済
産
業
局
が
優
れ
た
製
品
と
し

て
県
内
で
3
件
選
定

消
防
庁
長
官
表
彰

■
功
労
章

▽
藤
井
正
昭（
出
石
町
八
木
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
細
田　

優ま
さ
る（
大
篠
岡
）

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
石
田
一か
ず

幸ゆ
き（
但
東
町
久
畑
）

第
67
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

▽
椿
野
仁ひ
と

司し（
城
崎
町
湯
島
）

■
精
績
章

▽
岡
村
英
則（
泉
町
）

▽
井
原
和わ

四し

郎ろ
う（
竹
野
町
河
内
）

▽
前
野
文
孝（
日
高
町
夏
栗
）

▽
中
島
政
信（
出
石
町
日
野
辺
）

▽
中
村
明
子（
出
石
町
東
條
）

▽
細
川　

晋す
す
む（
但
東
町
唐
川
）

■
勤
続
章

▽
小こ

﨑ざ
き

哲
男（
野
上
）

▽
谷
口　

操み
さ
お（
香
住
）

▽
榮
木
重
行（
塩
津
町
）

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
毛
戸　

勝（
城
崎
町
桃
島
）

▽
太
田
吉
男（
竹
野
町
二
連
原
）

▽
三
輪
博
一（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
藤
井
春
延（
竹
野
町
椒
）

▽
津つ

禰ね

鹿か　

功い
さ
お（
竹
野
町
森
本
）

▽
宇
野　

靖（
竹
野
町
坊
岡
）

　

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

　

(

父 

真
一
郎
・
母 

さ
ゆ
り
、戸
牧)

遠藤  滉
こう

太
た

ちゃん
（平成25年１月25日生）

　

わ
が
家
に
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
み

ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
女
の
子
に
な
り
ま

す
よ
う
に
！

(

父 

知
也
・
母 

沙
織
、日
高
町
岩
中)

　

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
♡
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｙ

♡
桜
心
１
歳
お
め
で
と
う
！
う
れ
し
く

楽
し
い
１
年
を
あ
り
が
と
う
☆

（
父 

俊
博
・
母 

希の
ぞ
み

、日
高
町
堀
）

安原  芹
せり

夏
か

ちゃん
（平成25年７月23日生）

清水  桜
さくら

心
こ

ちゃん
（平成26年３月26日生）

　市内在住で２歳までの乳幼児
を紹介するコーナーです（今号が
最終回。ご愛読・ご応募ありが
とうございました）。

▽
福
井
昭
一（
竹
野
町
椒
）

▽
中
井
和
儀（
竹
野
町
須
野
谷
）

▽
山
田
秀ひ
で

司し（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
加
藤
一
夫（
出
石
町
奥
小
野
）

第
70
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

「
２
０
１
５
ぐ
ん
ま
冬
国
体
」出
場

■
少
年
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム　

▽
田
中
太た
い

規き（
但
馬
農
業
高
校
2

年
・
日
高
町
万
場
）

▽
井
上
和
真（
豊
岡
総
合
高
校
2

年
・
日
高
町
山
田
）

■
少
年
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム　

▽
増
田
菜
々
子（
日
高
西
中
学
校

3
年
・
日
高
町
山
田
）

■
成
年
男
子
C
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▽
佐
古
昌
洋（
香
住
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
男

子
監
督

▽
岡
森
且か
つ

哉や（
日
高
町
万
場
）

レスリングは小
学１年生から

最終回



施設のイベント
日５月５日（火・祝）午前10時30分～、
午後２時30分～　※各回定員50人

料一般：500円、高校生以下：100円
舞台技術スタッフ養成講座受講生募集！
日６月～８月（全６回）
対 定但馬地域在住の、音響・照明など
舞台技術に興味のある方で、８月14
～16日の豊岡市民プラザの行事に
スタッフとして参加可能な方。10人

申期５月30日（土）
№１バンドを目指せ！
第８回ロックフェスティバル『高校生
バンド☆バトル』出場バンド募集
日８月16日（日）午前11時～
対 定但馬地域で音楽活動をしていて、本
番で２曲演奏できる高校生バンド（ロ
ック系音楽で、生演奏に限る）。５組

申方 ＣＤ、ＭＤなどに得意な曲１曲
（オリジナル、コピーを問わない）
を録音し、所定の応募用紙に記入
の上、プロフィール・写真を添え
て持参または郵送

申期５月31日（日）必着
選考 応募の音源により一次選考を行い、
バンド☆バトル出場５団体を選定

他最優秀バンドは、同日午後開催の「ハ
イスペースアライブ｣に出場できる。

城崎国際アートセンター
◇城崎町湯島メ info@kiac.jp
申 問☎32-3888Ｆ 32-3898

2015年度レジデント・アーティスト
鈴木ユキオプロジェクト
トーク＆ミニパフォーマンス
　2012年にアメリカで実施した音・ダ
ンス・映像のコラボレーション作品
『55：M

ミュージック

usic a
アンド

nd D
ダ ン ス

ance i
イン

n c
コ ン ク リ ー ト

oncrete』
（コンクリートの中の音楽とダンス）
の続編を滞在制作。トーク＆ミニパ
フォーマンスを行います。
日４月29日（水・祝）
内鈴木ユキオ（振付・ダンス）、ウエ
イン・ホービッツ（音楽）、斉藤洋平
（映像）による国際共同制作の発表
申方 代表者の氏名・人数・電話番号
を電話またはメール

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込先　問問合せ先　他その他　Ｆファクス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

豊岡市民会館
◇立野町
申 問☎23-0255Ｆ 24-0952

たんたん能 in 豊岡公演
日７月11日（土）午後２時～
内狂言
　｢棒

ぼう

縛
しばり

｣
　茂
しげ

山
やま

七
し め

五三
　仕舞
　｢田

た

道
じ

間
ま

守
もり

」ほか
　能
　｢船

ふな

辨
べん

慶
けい

｣
　観
かん

世
ぜ

喜
よし

正
まさ

料Ｓ席　7,000円、
Ａ席　5,000円、

　Ｂ席　4,000円、高校生以下（Ｂ席利
用）2,000円　全席指定席

チ ケ ッ ト 販 売友の会：４月11日（土）～、
　一般：４月18日（土）～
※各プレイガイドで購入可能　
他一時保育：７月４日（土）までに申
込み

～小中学生向け関連イベント～
楽しくわかる｢能楽講座｣
日７月10日（金）午後２時～
内半能｢土

つち
蜘
ぐ
蛛
も
｣観賞

※一般希望者の観賞は、２階の200席
　限定（料 2,000円、自由席）

豊岡市民プラザ 
◇大手町メ info@plaｔz-npo.com
申 問☎24-3000Ｆ 24-3004

第124回サロンコンサート
日４月11日（土）午後１時～
所交流サロン
出演マリンバアンサンブル
内マリンバの演奏
演奏曲目道化師のギャロップ、アイ・ゴッ
ト・リズム、七面鳥は大さわぎ  ほか

他サロンコンサートの出演者を募集中
演劇ファクトリーnext12 こどものため
のおしばいの広場『タジマモリの冒険』
～ときじくをもとめて～
　但馬の子どもたちの宝にしたい話
を、ぜひ｢こどもの日｣にお楽しみく
ださい。
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催
　
し

平
成
27
年
度
豊
岡
市　
　
　

日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

日
4
月
19
日（
日
）午
前
9
時
〜
11

時
30
分

所
日
高
支
所
前
駐
車
場

内
表
彰
式
、
分
列
行
進
、

　

一
斉
放
水

他
4
月
18
日（
土
）午
前

8
時
か
ら
19
日（
日
）正
午
ま
で
、

日
高
支
所
前
駐
車
場
は
使
用
不

可
▽
4
月
19
日（
日
）午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
日
高
支
所
前
の

市
道
は
車
両
通
行
止
め
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
高
支
所
総
務
係

　

☎
21

9
0
5
2

豊
岡
混
声
合
唱
団
第
１
回
演
奏
会

 

〜
み
ど
り
の
風
に
の
せ
て
〜

日
5
月
24
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
出
石
文
化
会
館　

ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル（
出
石
町
水
上
）

内
曲
目
：
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト「
ミ
サ

曲
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
贈

る
言
葉
」な
ど
小
品
集

料
5
0
0
円（
全
席
自
由
）

問
団
長　

藤
原
淳
一
さ
ん

　

☎
22

3
4
2
5

農
園
春
ま
つ
り

日
4
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園（
出

石
町
鳥
居
）

内
き
ね
つ
き
餅
即
売
会
、
バ
ン
ド

演
奏
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

花
・
有
機
野
菜
・
炊
き
込
み
弁

当
の
販
売
な
ど

問
鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園
管
理
組
合

☎
52

5
5
5
3

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

 

第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

日
4
月
29
日（
水
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
2
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

テ
ー
マ
「
や
さ
し
い
心
を
伝
え
た
い
」

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬　

奥お
く

藤と
う

千
津
代
さ
ん

　
☎
0
7
9

6
6
4

0
5
7
9

大
師
山
自
然
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

日
4
月
5
日（
日
）午
前
9
時
〜

※
雨
天
決
行

所
大
師
山
自
然
公
園（
引
野
）

内
す
し
や
甘
酒
、
お
で
ん
な
ど
の

バ
ザ
ー
あ
り

問
引
野
区
長　

赤
木
秀
規
さ
ん

　

☎
23

2
8
0
3

豊
岡
市
工
業
会　

定
期
総
会

「
特
別
講
演
・
懇
親
会
」

日
4
月
21
日（
火
）午
後
3
時
50
分
〜

所
本
庁
舎　

2
階　

大
会
議
室

対
市
内
企
業（
会
員
以
外
も
可
）

内
❶
特
別
講
演
：「
あ
た
り
ま
え

の
未
来
を
つ
く
る
、
あ
た
ら
し

い
も
の
つ
く
り
と
暮
ら
し
方
の

か
・
た
・
ち
」東
北
大
学
名
誉
教

授
・
石
田
秀
輝
さ
ん
▽「
未
来
の

制
約（
超
高
齢
社
会
）を
ヒ
ン
ト

に
、
持
続
可
能
な
も
の
つ
く
り
、

イ
ン
・
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

と
は
」㈱
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ

ザ
イ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役
社
長
・
井
坂
智
博

さ
ん

　

❷
懇
親
会（
午
後
5
時
40
分
〜
・

豊
岡
稽
古
堂　

1
階
）

料
❷
の
み
4
千
円

申
期
4
月
17
日（
金
）

申
問
豊
岡
市
工
業
会
事
務
局（
エ

コ
バ
レ
ー
推
進
課
内
）

　

☎
21

9
0
2
4

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊

　

創
設
35
周
年
記
念　

 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
4
月
19
日（
日
）午
後
2
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

演
奏
曲
目
ビ
リ
ー
ヴ
、G
U
T
S
!
、

き
み
も
と
べ
る
よ
！
、
あ
り
の

ま
ま
で　

ほ
か

他
隊
員
随
時
募
集
中（
合
唱
隊
・

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
隊
・
吹
奏

楽
隊
）

問
豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊
事
務

局　

磯　

哲
郎
さ
ん

　

☎
22

6
8
8
6

お
花
見
遠
足

〜
子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
〜

日
4
月
9
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分 

※
悪
天
候
時
は

中
止

所
清
滝
地
区
公
民
館
駐
車
場
集
合

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
清
滝
小
学
校
で
お

　

花
見
と
校
庭
で
遊
ぶ

他
遊
び
道
具
や
弁
当
は
任
意
で

申
問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

募
　
集

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

各
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で

は
、
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る

親
子
の
グ
ル
ー
プ
活
動（
子
育
て

に
関
す
る
情
報
交
換
や
親
子
の
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど
）を
、
月
2
回
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程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
通
信
費
等
の
実
費

定
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
親

子
1
0
0
組

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
設
定
な
し

申
方
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

持
参

※
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
は

が
き
に
住
所
、氏
名（
親
子
）、子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
可

申
期
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み

4
月
3
日（
金
）〜
17
日（
金
）

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
特
に
設

定
な
し

申
問
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ「
産
地

か
ら
お
届
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

出
店
者
募
集

内
東
京
・
有
楽
町
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
3
日
以
内
の
出

店
◆
出
店
ス
タ
イ
ル
＝
店
舗
内

の
一
角
に
商
品
を
並
べ
、
1
人

以
上
の
出
店
者
が
商
品
を
説
明

し
な
が
ら
販
売
▽
食
品
の
場
合

は
、
試
食
を
提
供
▽
売
上
金
は

出
店
者
が
管
理
◆
出
店
費
＝
無

料
。
た
だ
し
、
交
通
費
、
商
品

な
ど
の
運
搬
費
、
そ
の
他
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
か
か
る
経
費
は
出

店
者
負
担

販
売
商
品
①
豊
岡
市
内
で
生
産
・

製
造
し
て
い
る
も
の
②
品
番
と

J
A
N
コ
ー
ド
表
示
さ
れ
た
も

の
な
ど
、
加
え
て
食
品
に
は
❶

食
品
衛
生
法（
J
A
S
法
）に
基

づ
く
適
正
な
表
示
❷「
成
分
分

析
表
」の
添
付
が
条
件

申
方
所
定
の
申
込
書
を
実
施
希
望

日
の
1
カ
月
前
ま
で
に
提
出

他
J
A
N
コ
ー
ド
の
取
得
は
、
商

工
会
な
ど
に
相
談

申
問
大
交
流
課
大
交
流
推
進
係

　

☎
21

9
0
1
6

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
18
回
イ
ベ
ン
ト

『
恋
桜
キ
ミ
の
そ
ば
で
春
み
っ
け
♥
』

日
4
月
19
日（
日
）午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
3
時

※
受
付
時
間
：
男
性
…
午
前
9
時

45
分
、女
性
…
午
前
10
時
15
分

所
出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
出

石
町
宵
田
）

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤

　

の
方

内
出
石
皿
そ
ば
巡
り

と
桜
舞
う
出
石
で
お
花
見
交
流

定
男
女
各
12
人

料
男
性
3
千
円
、
女
性
2
千
円

持
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

で
き
る
も
の

申
方
参
加
タ
イ
ト
ル
、
住
所
、
氏

名
、
携
帯
電
話
番
号
、
生
年
月

日
を
電
話
ま
た
は
メ

申
期
4
月
13
日（
月
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
23

2
5
7
3　

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

　
ホ「
は
ー
と
ピ
ー
」で
検
索

豊
岡
市
長
杯（
コ
ウ
ノ
ト
リ
杯
）

シ
ン
グ
ル
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
4
月
26
日（
日
）午
前
9
時
〜

所
神
美
台
テ
ニス
コ
ー
ト（
神
美
台
）

種
目
・
人
数
男
女
シ
ン
グ
ル
。A
B

級
、C
D
級
の
4
ク
ラ
ス
あ
り

（
※
各
ク
ラ
ス
4
組
以
上
の
参

加
が
あ
れ
ば
開
催
）。
男
女
各

20
組
を
募
集

料
2
千
円（
学
生
半
額
）

申
方
氏
名（
所
属
）、
電
話
番
号
、

参
加
ク
ラ
ス
を
記
入
の
上
、
Ｆ

ま
た
は
メ

申
期
4
月
20
日（
月
）

申
問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会　

齋
藤

直
喜
さ
ん
☎
Ｆ
21

9
0
2
4

　
☎
0
9
0

3
4
9
6

3
7
3
9

　
メinfo@

toyooka.tennis.com

センター名 対象地域 対象 申込み･問合せ
子育て総合
センター 豊岡 ０～３歳児

と保護者　
〒668-0031大手町４-５
☎24-4604 Ｆ 24-4740

城崎子育て
センター

城崎（港地
区可）

就学前乳幼
児と保護者

〒669-6195城崎町桃島1057-1
☎・Ｆ 32-4666

竹野子育て
センター 竹野 〒669-6211竹野町和田389-1

☎・Ｆ 47-2030
日高子育て
センター 日高 〒669-5391日高町祢布920

☎・Ｆ 42-4610
出石子育て
センター 出石 〒668-0214出石町内町1

☎・Ｆ 52-6188
但東子育て
センター 但東 〒668-0393但東町出合150

☎21-9079 Ｆ 54-1025
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「
青
い
鳥
学
級
」参
加
者
募
集

対
義
務
教
育
終
了
年
齢
以
上
で
、

視
力
に
障
害
の
あ
る
方

料
年
間
1
5
0
0
円　

※
昼
食
、

材
料
代
な
ど
は
自
己
負
担

申
期
4
月
20
日（
月
）

申
問
豊
岡
市
青
い
鳥
学
級
運
営
委

員
会
代
表　

大
江
睦
子
さ
ん

　

☎
44

0
4
2
3

木
屋
町
小
路
テ
ナ
ン
ト
募
集

所
在
地
城
崎
町
湯
島
3
9
1

内
募
集
数
1
。
面
積
23
・
08
平
方

メ
ー
ト
ル
。
8
月
1
日
入
居

使
用
料
月
額
5
万
4
0
0
円

※
共
益
費
が
別
途
必
要

申
方
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

書
留
で
郵
送

申
期
5
月
20
日（
水
）

申
問
㈱
湯
の
ま
ち
城
崎（
〒
6　
6

　
9

6
1
0
1　

城
崎
町
湯
島

3
5
7

1
）

　

☎
32

3
6
6
3

「
春
の
山
菜
摘
み
と
試
食
会
」

参
加
者
募
集

日
4
月
26
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
：
午
前
9

時
〜
）　

※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森

本
）　

※
受
付
：
竹
野
南
地
区

公
民
館（
竹
野
町
森
本
）

内
山
菜
摘
み
と
試
食
会

料
5
0
0
円（
中
学
生
以
下
は
2 

0　
0
円
）

定
30
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

申
期
4
月
14
日（
火
）

他
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
。
食
材
は
竹
野
南
里
山
の
会

が
用
意

申
問
竹
野
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
7
3

い
合
わ
せ
。
な
お
、
❶
❷
❸
の

派
遣
期
間
は
原
則
2
年
間
で
す

が
、
1
〜
10
カ
月
程
度
の「
短

期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」も
あ
り
ま

す
。

問
❶
❸
☎
03

5
2
2
6

9
8
1
3

❷
☎
0
4
5

2
1
1

1
7
8
6

講
習・
教
室

平
成
27
年
度              

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

講
習
種
別
・
日
時

①
給
油
取
扱
所
講
習
…
7
月
23
日

（
木
）

②
全
区
分
講
習（
従
事
す
る
危
険

物
施
設
の
種
別
を
問
わ
な
い
）

…
11
月
27
日（
金
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

対
危
険
物
施
設
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱

者
の
う
ち
、
消
防
法
の
規
定
で

平
成
27
年
度
に
保
安
講
習
を
受

講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

料
4
7
0
0
円
分
の
兵
庫
県
収
入

証
紙

申
方
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険

物
安
全
協
会（
〒
6
5
0

0 
0
1
1　

神
戸
市
中
央
区
下
山

第
14
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

 

５
０
０
人
委
員
募
集

対
青
少
年
育
成
や
地
域
づ
く
り
活

動
に
意
欲
を
持
つ
、
但
馬
地
域

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お
お
む

ね
20
歳
以
上
の
方

内
2
年
間
で
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

受
講（
初
回
は
6
月
に
開
催
予
定
）

定
40
人
程
度

申
方
県
民
局
、
市
役
所
、
公
民
館

な
ど
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の

上
、
持
参
、
Ｆ
、
ま
た
は
郵
送

申
期
4
月
17
日（
金
）必
着

申
問
但
馬
青
少
年
本
部（
〒
6　
6

　
8

0
0
2
5　

幸
町
7

11

但
馬
県
民
局
内
）

　
☎
26

3
6
4
8
Ｆ
24

7
0
7
4

「
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

J
I
C
A（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）で
は
、
4
月
1
日

か
ら「
春
募
集
」を
行
い
ま
す
。

募
集
種
類
❶
青
年
海
外
協
力
隊
❷

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

❸
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格
❶
❷
満
20
歳
〜
39
歳
❸

満
40
歳
〜
69
歳
の
、
日
本
国
籍

を
持
つ
方（
平
成
27
年
5
月
11

日
現
在
）

申
期
5
月
11
日（
月
）

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問
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日程 場所 内容
５月８日（金）江原駅 開級式、大町公園散策
６月５日（金）但馬焼楽

さ

々
さ

浦
うら

窯
がま 陶芸教室ほか

７月３日（金）市内 寺社、図書館見学
９月４日（金）日高農村環境改善センター体操
10月16日（金）養父市 遠足
11月６日（金）日高農村環境改善センター出前講座
12月４日（金）日高農村環境改善センター閉級式、そば打ち
※日程、場所、および内容は都合により変更あり
※ボランティアのサポートあり



相
　
談

日
曜
納
税
相
談

　

納
税
に
関
す
る
悩
み
な
ど
何
で

も
相
談
を
。
相
談
日
に
税
金
の
納

付
も
可
能
で
す
。

日
4
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
本
庁
舎　

1
階（
税
務
課
）

問
税
務
課
収
税
係　

　

☎
23

1
1
1
8

生
活
上
の
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

4
月
か
ら
、
生
活
困
窮
者
の
支

援
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
豊
岡
市
総
合
相
談
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー「
よ
り
そ
い
」を
健

康
福
祉
施
設（
4
月
か
ら「
市
役
所

立
野
庁
舎
」に
名
称
変
更
）内
に
開

設
し
ま
す
。

対
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住

む
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
そ
う
、

生
活
が
苦
し
い
な
ど
、
生
活
面

で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
の

あ
る
方

内
状
況
に
合
わ
せ
た
個
別
の
支
援

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
専

門
の
支
援
員
が
相
談
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
他
の
専
門
機
関

手
通
4
丁
目
16

3　

兵
庫
県

民
会
館
4
階
）へ
特
定
記
録
郵

便
で
郵
送

申
請
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各

分
署
、
出
張
所
、
お
よ
び
駐
在

所
申
期
4
月
6
日（
月
）〜
5
月
8
日

（
金
）

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　

☎
24

8
0
3
6

出
石
高
等
学
校          

地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

日
毎
週
月
曜
午
後
1
時
20
分
〜
3

時
10
分　

※
初
回
開
講
予
定
4

月
13
日（
月
）。
年
間
20
回
程
度

対
但
馬
地
域
在
住
の
方

内
❶
美
術
概
論
❷
書
道
概
論
の
、

ど
ち
ら
か
の
科
目
を
選
択
。

　

❶
は
地
元
芸
術
家
を
講
師
に
美

術
工
芸
制
作
実
習
、
鑑
賞
な
ど

❷
は
地
元
書
道
家
、
一
級
表
具

師
ら
を
講
師
に
漢
字
書
法
の
基

礎
と
実
用
の
書
、
モ
ダ
ン
表
装

を
学
ぶ
。

定
各
科
目
5
人
程
度

料
年
間
3
2
4
0
円（
別
途
教
材

費
千
円
程
度
）

申
期
3
月
25
日（
水
）〜
4
月
13
日

（
月
）

申
問
出
石
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
52

3
1
3
1

27　 広報とよおか 2015（平成27）年4月号

と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
支

援
を
行
う
。

申
問
豊
岡
市
総
合
相
談
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
準
備
室

　

☎
23

1
9
4
0

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

 

無
料
法
律
相
談
会

日
4
月
18
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言・相
続

 

無
料
相
談
会

日
4
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
4
月
17
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

対
本
人
や
家
族
な
ど

内「
対
人
関
係
の
悩
み
」「
気
分
が

落
ち
込
む
」な
ど
、
心
の
悩
み

を
臨
床
心
理
士
や
保

健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

制
　
度

雇
用
保
険
の
お
知
ら
せ

　
「
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
」が

あ
り
、「
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
20
時
間
以
上
」の
労
働
者
は
雇

用
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
手
続
き
漏
れ
が
な
い
か
、

今
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平成27年度の雇用保険料率（４月～H28.3月）
一般の事業　13.5/1000
（労働者負担 5/1000　事業主 8.5/1000）
農林水産・清酒製造の事業　15.5/1000
（労働者負担 6/1000　事業主 9.5/1000）
建設の事業　16.5/1000
（労働者負担 6/1000　事業主 10.5/1000）
※雇用保険料率は、平成26年度と同じです。
問ハローワーク豊岡☎23-3101



児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
児
童
扶
養
手
当（
平
成
26
年
12

月
〜
27
年
3
月
分
）を
、
4
月
15

日（
水
）に
指
定
の
金
融
機
関
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
は
父
子
家
庭
も

対
象
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
活

を
共
に
で
き
な
い
子
ど
も
を
育
成

す
る
家
庭
の
生
活
と
自
立
を
促
進

し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す（
所
得

制
限
あ
り
）。

　
対
象
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
子
ど
も
ま
た
は
20
歳
未
満

で
心
身
に
中
度（
特
別
児
童
扶
養

手
当
2
級
に
該
当
）以
上
の
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
な
ど
で
す
。

問
社
会
福
祉
課
生
活
援
護
係

　
☎
24

7
0
3
1

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
な
ど
の
手
当
額
改
定

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
お
よ
び
特
別
障
害
者
手

当
等
の
月
額
が
、
平
成
27
年
4
月

分
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

問
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24

7
0
3
1

・
児
童
扶
養
手
当
以
外
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3

奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

■
豊
岡
市
奨
学
生

対
❶
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
在
学

す
る
方
❷
大
学（
短
大
含
む
）に

在
学
す
る
方

定
❶
❷
各
8
人
程
度

応
募
資
格
保
護
者
が
市
内
に
1
年

以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
▽
人

平
成
27
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
で
、

希
望
す
る
場
合
は
利

用
券
の
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所

持
者
▽
療
育
手
帳
A
判
定
所
持

者
▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
1
級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
市
実
施
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は

対
象
外

助
成
額
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
1
回
の

乗
車
に
つ
き
、
上
限
5
0
0
円

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
、

1
0
0
円
単
位
で
助
成

交
付
枚
数
申
請
し
た
月
か
ら
当
該

年
度
分
の
利
用
券
を
一
括
交
付

（
5
0
0
円
分
の
利
用
券
を
月

4
枚
交
付
）

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

通
院
の
方
に
は
、
月
13
枚
交
付

（
年
度
上
限
1
5
6
枚
）。
た
だ

し
、
医
療
機
関
な
ど
の
無
料
送

迎
を
利
用
す
る
場
合
を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の
対
象
と
な
る

手
帳
と
印
鑑（
代
理
申
請
可
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3
Ｆ
24

4
5
1
6

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係
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物
、学
力
と
も
に
優
秀
で
、学
校

長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と
▽
勉
学

意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と

貸
与
金
額
（
月
額
）

　
❶
9
9
0
0
円

　
❷
4
万
4
6
5
0
円

申
期
4
月
3
日（
金
）〜
20
日（
月
）

申
方
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所

総
務
係
に
あ
る
出
願
書
類
に
記

入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

■
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生

対
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
る
保

護
者
が
、
交
通
事
故（
た
だ
し
、

平
成
17
年
4
月
1
日
以
降
に
発

生
し
た
事
故
に
よ
る
も
の
）で
死

亡
ま
た
は
後
遺
障
害
が
あ
る
た

め
働
け
な
く
な
っ
た
方
の
子
弟

で
、
❶
❷
に
在
学
し
て
い
る
方

給
付
金
額
（
月
額
）

　
❶
1
万
5
千
円

　
❷
3
万
円

申
期
随
時

申
問
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　
☎
23

1
1
1
7

福
祉
タ
ク
シ
ー
・　
　
　
　

 

バ
ス
共
通
利
用
券
の
申
請

　
市
で
は
、
重
度
の
障
害
の
あ
る

方
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め「
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
等
利
用
料
金
助
成
事
業
」を
、

種　　別 改定前 改定後
児童扶養手当　全部支給 41,020円 42,000円

児童扶養手当　一部支給 41,010円～
9,680円

41,990円～
9,910円

特別児童扶養手当（１級） 49,900円 51,100円
特別児童扶養手当（２級） 33,230円 34,030円
特別障害者手当 26,000円 26,620円
障害児福祉手当 14,140円 14,480円
福祉手当（経過措置分） 14,140円 14,480円



■
開
票

日
4
月
12
日（
日
）午
後
9
時
15
分
〜

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

〔
期
日
前
投
票
〕

日
4
月
4
日（
土
）〜
11
日（
土
）の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
　

所
本
庁
舎
、
各
支
所

他
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
期
日
前

投
票
所
で
も
で
き
ま
す
。

※
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
入
場

整
理
券
に
記
載
の
投
票
所
で
の

み
投
票
で
き
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
23

5
4
5
4

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に

ぼ
ん
ぼ
り
を
点
灯
し
ま
す

　
神
武
山
公
園
と
中
央
公
園
に
ぼ

ん
ぼ
り
を
点
灯
し
ま
す
。

点
灯
期
間
4
月
1
日（
水
）〜
14
日

（
火
）　
※
桜
の
開
花
状
況
で
期

間
変
更
あ
り

■
公
園
利
用
の
お
願
い

　
神
武
山
公
園
は
、
現
在
整
備
工

事
中
の
た
め
、
一
部
立
ち
入
り
禁

止
と
し
て
い
ま
す（
そ
の
区
域
に

は
ぼ
ん
ぼ
り
を
設
置
せ
ず
）。

　
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
花
見
後
、
後
片
付
け
は
各
自

が
責
任
を
持
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
都
市
管
理
係

　
☎
23

1
7
1
2

そ
の
他

文
化
財
業
務
窓
口
の
移
転

　
4
月
か
ら
、教
育
委
員
会
に「
文

化
財
室
」を
新
設
し
、
❶
教
育
総

務
課
文
化
財
係
や
❷
出
土
文
化
財

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
次
の
業

務
を
、
日
高
支
所
2
階
で
行
い
ま

す
。

主
な
業
務
❶
指
定
文
化
財
の
管
理
、

文
化
財
の
整
備
、
文
化
財
の
広

報
や
活
用
❷
埋
蔵
文
化
財
調
査
、

古
文
書
な
ど
の
史
料
整
理

※
事
務
所
移
転
は

4
月
6
日（
月
）

を
予
定

問
教
育
総
務
課

　
☎
21

9
0
1
2

県
議
会
議
員
選
挙

　
4
月
12
日（
日
）は
、
兵
庫
県
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆

さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ

う
。
投
票
日
当
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
、
早
め
に
期
日
前
投
票
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
告
示
日
　
4
月
3
日（
金
）

■
投
票
日
　
4
月
12
日（
日
）午
前

7
時
〜
午
後
8
時

※
一
部
繰
り
上
げ
投
票
所
あ
り

救
急
救
命
士
が　

新
し
い
処
置
を
開
始
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
令
な
ど
が
改
正
さ

れ
、
救
急
救
命
士
の
行
う
救
急
救

命
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
4
月

1
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

▽
拡
大
さ
れ
る
処
置

①
心
肺
機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病

者
に
対
す
る
静
脈
路
確
保
お
よ

び
輸
液（
点
滴
）

②
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
時
の

ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

※
こ
れ
ま
で
は
、
心
肺
機
能
停
止

の
傷
病
者
に
対
し
、
医
師
の
具

体
的
な
指
示
を
受
け
て
処
置
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
期
待
さ
れ
る
効
果

　
新
た
な
処
置
を
早
期
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
重
症
化
の
防
止
や
救

命
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24

8
0
3
8

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

　
後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
2
4
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　
☎
22

6
1
1
1
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月日 担当医師・
住所

4
月

19日 赤松　亮
（九日市下町）

26日 中沢　洋
（出石町本町）

静脈路確保および輸液ブドウ糖溶液の投与



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
4
月
10
日（
金
）午

後
1
時
〜
27
日（
月
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
5
月
8
日（
金
）午

後
1
時
〜
10
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
5
月
18
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
楽
器
な
ど

　

16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
参
加（
4
月
10
日
に
公
開

の
予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_
 

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
原

則
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
。公
売

保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
公

売
保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

日
4
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　
　
　
　
　

 　
　

yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係
☎
23

1
1
1
8

神
鍋
高
原
施
設（
７
〜
３
月
）

 

使
用
申
込
受
付

対
象
施
設
神
鍋
高
原
体
育
館
、
神

鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、
神
鍋
高

原
野
外
ス
テ
ー
ジ

申
期
❶
一
斉
受
付
…
5
月
11
日

（
月
）〜
13
日（
水
）・
日
高
支
所

地
域
振
興
係

※
一
斉
受
付
に
係
る
調
整
・
抽
選

会
…
5
月
15
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分
・
日
高
支
所　

3

階　

第
3
会
議
室

❷
随
時
受
付（
空
き
の
あ
る
場
合
）

　

…
5
月
15
日（
金
）午
後
1
時

〜
・
日
高
支
所
地
域
振
興
係

申
問
日
高
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
42

1
1
1
1

市
営
江
原
駅　

東
駐
車
場
・

 

西
駐
車
場
の
利
用
案
内

駐
車
料
金
江
原
駅
東
駐
車
場
、
江

原
駅
西
駐
車
場

・
30
分
未
満
…
無
料
▽
30
分
以
上

1
時
間
未
満
…
1
0
0
円
▽
1

時
間
以
上
、
1
時
間
30
分
未
満

…
2
0
0
円
▽
1
時
間
30
分
以

上
、
24
時
間
以
内
…
3
0
0
円

※
以
降
、
24
時
間（
1
日
）ご
と
に

　

3
0
0
円
を
加
算

定
期
券
江
原
駅
東
駐
車
場
の
み

・
料
金　

5
千
円
／
月

・
駐
車
区
画　

10
区
画

サ
ー
ビ
ス
券
両
駐
車
場

・
1
0
0
円
／
枚（
30
分
相
当
額
）

※
店
舗
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
後
の
返
品
、
料
金
の
払
い

戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
問
日
高
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
5
6

播
但
連
絡
道
路
の
料
金
割
引
と

 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
整
備

　

播
但
連
絡
道
路
で
は
、
平
成
20

年
10
月
か
ら
料
金
割
引
の
社
会
実

験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
実
験
の

効
果
や
E
T
C
の
利
用
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
4
月
1
日
か
ら
新
た

な
料
金
設
定
を
し
ま
す
。

①
料
金
割
引

※
割
引
対
象
は
E
T
C
車
に
限
定

※
効
果
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
割

引
は
3
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

※
大
型
車
と
中
型
車
の
基
本
料
金

を
変
更

②
全
て
の
料
金
所
に
E
T
C
の
整

備
を
進
め
ま
す（
〜
Ｈ
28
年
度
）。

問
兵
庫
県
道
路
公
社
経
営
企
画
課

　
☎
0
7
8

2
3
2

9
6
3
5

名称 割引率 割引時間 対象
休日全線割引（新設）
姫路JCT－和田山 40％ 土・日・祝日

０：00～24：00
軽自動車等・
普通車

休日割引（継続） 30％ 土・日・祝日
０：00～24：00

軽自動車等・
普通車

深夜割引（拡大） 40％ 平日
０：00～４：00

中型車・大型
車・特大車

通勤割引（継続） 30％
平日
７：00～９：00・
17：00～19：00

軽自動車等・
普通車

－平成27年度　市税等の納期ごよみ－
納期月

税等の区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
市県民税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期
自動車税（県税）
軽自動車税（市税） 全期

国民健康保険税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期
納期限 ４月30日

（木）
６月１日
（月）

６月30日
（火）

７月31日
（金）

８月31日
（月）

９月30日
（水）

11月２日
（月）

11月30日
（月）

12月25日
（金）

２月１日
（月）

２月29日
（月）

３月31日
（木）

※納期限までに取扱金融機関・コンビニエンスストアで納付してください。
※納期限を過ぎると、税額などによっては延滞金が加算される場合がありますので、注意してください。
《問合せ》税務課収税係☎23-1118
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社
をW

ウ

ィ

ラ

ー

ILLER T

ト
レ
イ
ン
ズ

RA
IN
S

㈱
に

変
更
し
、「
京
都
丹
後
鉄
道（
略
称
：

丹
鉄
）」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

●
前
記
以
外
の
主
な
変
更
点

▽
路
線
通
称
名　

宮
津
線
の
豊
岡

〜
宮
津
間
を「
宮み
や

豊と
よ

線
」、
宮
津

〜
西
舞
鶴
間
を「
宮み
や

舞ま
い

線
」に

▽
駅
名　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷（
但

馬
三
江
）、小
天
橋（
丹
後
神
野
）

な
ど　

※（　

）は
現
駅
名

他「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」の
デ
ィ
ナ

ー
コ
ー
ス（
丹
後
の
き
ら
め
き

会
席
弁
当
デ
ィ
ナ
ー
列
車
の
運

行
）や
、
お
得
な
企
画
乗
車
券

の
発
売
を
予
定
。
詳
し
く
は
ホ

　

参
照
。「
京
都
丹
鉄
」で
検
索

問
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

　

☎
0
7
7
2

25

2
3
2
3

４
月
１
日　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
は

 

京
都
丹
後
鉄
道
へ

　

豊
岡
と
丹
後
・
中
丹
地
方
を
つ

な
ぐ
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
Ｋ
Ｔ

Ｒ
）は
、
4
月
1
日
か
ら
運
行
会

開
業
医
の
手
作
り

 

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　
☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1  

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

４月のテーマ
曜日 内　　容
月 加齢黄斑変性症
火 ストレスが原因の歯の病気
水 リウマチと間違えやすい手の

変形
木 放っておくと危ない｢悪玉めまい｣
金～日 日光角化症（老人性角化腫）
※29日（水・祝）は火曜日のテーマを
放送

　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク

豊
岡
が
健
康
増
進
の

拠
点
施
設
と
し
て
、

平
成
22
年
4
月
に
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら
5

周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
4

月
25
日
か
ら
の
5
日

間
、
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
ま
す
。

日
4
月
25
日（
土
）〜

29
日（
水
・
祝
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク

豊
岡（
立
野
町
）

内

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
…
…

特
別
ゲ
ス
ト（
2
人
）を
招
き
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
特
別
講
習

・
ス
タ
ジ
オ
と
プ
ー
ル
…
…
子
ど

も
の
水
中
運
動
会
。そ
の
他
、ス

ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
…
…
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
対
応
で
き

る
マ
シ
ン
を
設
置

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ム
…
…
理

学
療
法
士
に
よ
る
正
し
い
姿
勢

と
歩
き
方
相
談
会

・
調
理
実
習
室
…
…
お
菓
子
作
り
。

親
子
で
ネ
イ
ル
体
験

・
多
目
的
コ
ー
ト
…
…
①
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験（
26
日
）②
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
29
日
。
出
店

者
募
集
中
）

※
29
日
は
無
料
開
放
日
。
そ
の
他
、

料
金
や
対
象
は
問
い
合
わ
せ

問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　

☎
24
–
0
5
8
2

５周年イベントを５日間開催
ウエルストーク豊岡

　４月から、市広報紙の発行回数
を月２回（10、25日）から１回（25日）
に変更します。
　月１回発行に伴い、今号から４
月号（３月25日発行）、５月号（４月
25日発行）─と呼びます。
　１号当たりのページ数の大幅な
増加を防ぐため、連載記事・定型
記事・お知らせ記事の見直し、縮
減を図ります。
　発行回数の減少が、行政サービ
スの低下にならないように、必要
な情報は月１回の広報紙に集約し
て掲載します。
　また、市ホームページや行政情
報放送、ＦＭジャングルなどでタ
イムリーに情報提供します。
　ご理解とご協力をお願いします。
問秘書広報課☎23－1114

４月から
広報｢とよおか｣は
月１回（25日）発行に
なります

 4月の納税
固定資産税　第１期
  納期限　４月30日（木）
納税は便利な口座振替を利用し
てください。
問税務課収税係☎23-1118
　または各支所市民福祉係

31　 広報とよおか 2015（平成27）年4月号

利用者から「日常生活が楽になった」「体が変わった」
「痛みがとれた」など喜びの声が届くウェルストーク豊岡

シンボル列車「丹後あおまつ・くろまつ・あかま
つ」（左から）



母と子の健康
４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を

　確認してください。　　
地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

15 金 13：00～14：00 平成26年12月18日～27年１月５日生

日高 13 水 13：00～13：30 平成26年12月２日～27年１月13日生
出石
但東 19 火 13：00～13：15 平成26年12月22日～27年１月19日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相

談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

18 月 13：00～14：00 平成26年９月26日～10月16日生

日高 13 水 13：15～13：45 平成26年８月28日～10月６日生
出石
但東 19 火 13：15～13：30 平成26年９月22日～10月19日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相

談・歯科相談・ブックスタート（絵本の読
み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

19 火 13：00～14：00 平成25年10月13日～10月30日生

日高 20 水 12：45～13：15 平成25年９月１日～11月10日生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児相

談・歯科相談・フッ素塗布（希望者500
円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 １、15 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛生

士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容
全域 21 木 13：00～13：15 平成26年４月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康ポイント制度対象事業　100ポイント

乳幼児健康相談　※竹野、城崎、但東地域の方は、保健師支所定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
８ 金 10：00～11：00 乳幼児 日高健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談13 水 出石健康福祉センター
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

28 木 13：00～13：30 平成25年１月１日～２月14日生
身体計測・歯科診察・フッ素塗布（希
望者500円）・歯科相談・育児相談など

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康ポイント制度対象事業　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　　象

豊岡
城崎
竹野

12
火 13：00～13：40

平成24年１月22日
～２月10日生

26 平成24年２月11日
～３月５日生

出石
但東 13 水 13：00～13：30 平成24年１月１日～３月10日生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望の場合は､事前に健康増進課まで連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

保健師定期駐在日の
ご案内

（時間８：30～17：15）
城崎支所 毎週

火曜日竹野支所
日高支所

毎週
木曜日出石支所

但東支所

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
どなたでも、気軽に相
談してください。
※相談は、事前に連

絡してください。
※日高・出石地域の

乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

５月の保健行事

健康
増進課
☎24-1127
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会　　　場 開催日 時　　間
竹野健康福祉センター
機能訓練室 27日（水）10：00～11：30

◇内容　トレーニング機器を利用した、自主トレーニン
グのための講習会です　◇対象　20歳以上の市民
◇定員　３人程度　　  ◇申込み　健康増進課に電
話（24-1127）で申し込みください

献　　血 トレーニング機器利用事前講習会

相　　談

休日急病診療所 （立野町12-12）

地域 日 曜日 受付時間 会　場
豊岡 24 日 8：00～11：30 豊岡健康福祉施設13：00～15：30
日高 14 木 9：30～11：45 日高健康福祉センター13：00～15：30
出石 11 月 10：00～11：45 出石支所13：00～15：00

毎週火曜日は歩キングデーコーちゃん オーちゃん

曜　日 相談時間 電　　話
もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 ☎22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 ☎22-9

きゅうきゅうはは
988

兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土曜日 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　☎♯
シャープハッセン
8000

・ダイヤル回線、IP電話  ☎078-731-8
ははきゅうきゅう
899日曜日・祝日 9：00～24：00
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診　療　日 受付時間 診療科目 電　　話
３日（日・祝）、４日（月・祝）、５日（火・祝）、６日（水・
振替）、10日（日）、17日（日）、24日（日）、31日（日）

① 9：00～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 ☎23-9219

内容
会場

①介護予防とは
体力測定・運動

②口腔機能テスト
栄養バランスの話

③口腔ケアの話
栄養満点料理実習

④お口の体操
カミカミ料理実習

⑤継続の効果
お家でできる体操

⑥口腔機能テスト
生活習慣の振返り

豊岡 ５月19日（火） ６月２日（火） ６月16日（火） ６月30日（火） ７月14日（火） ７月28日（火）
城崎 ５月18日（月） ６月１日（月） ６月15日（月） ６月29日（月） ７月13日（月） ８月３日（月）
竹野 ５月22日（金） ６月５日（金） ６月19日（金） ７月３日（金） ７月10日（金） ７月24日（金）
日高 ５月15日（金） ５月29日（金） ６月12日（金） ６月26日（金） ７月17日（金） ７月31日（金）
出石 ５月11日（月） ５月25日（月） ６月８日（月） ６月22日（月） ７月６日（月） ７月27日（月）
但東 ５月13日（水） ５月27日（水） ６月10日（水） ６月24日（水） ７月８日（水） ７月22日（水）
＜会場＞豊岡：立野庁舎（ウェルストーク豊岡横）、城崎：城崎地区公民館、竹野：竹野地区公民館、日高：

日高健康福祉センター、出石：出石健康福祉センター、但東：合橋地区公民館
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旅の本
< 一 般 >

｢居ごこちのよい旅｣
松浦　弥太郎/文　若木　信吾/写真
（筑摩書房）

　自分だけの地図を作り、それを持っ
て、どこまでも歩きたい̶。文筆家と
写真家、認め合う二人が地図を作るよ
うに進む、２年間の自由な旅の記録。

< じ ど う >
火
ひ

のくつと風
かぜ

のサンダル
ウルズラ＝ウェルフェル/作
関　楠生/訳
（童話館出版）

　｢行
い

くぞ！火
ひ

のくつチム｣。今
いま

の自
じ

分
ぶん

にうんざりしていたチムは、誕
たん

生
じょう

日
び

に新
あたら

しい名
な

前
まえ

をもらい、父
とう

さんと
ふたり４週

しゅう

間
かん

の旅
たび

に出
で

ます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

4月の行事予定4月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水
10：30 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

2 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

3 金

4 土
10：30 竹野 テーマであそぼ!｢かぞくっていいね｣（工作:フォトフレーム）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり･こども工作（工作:春色モビール）　幼 児

5 日
6 月
7 火 休館日
8 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

9 木
10 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

11 土

10：10 本館 土曜としょかん（ポコポコうろこのこいのぼり）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作:変身パズル）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会（上映作品「マネーボール」／2011年アメリカ）　般

12 日 13：30 本館 としょかん映画会（上映作品「マネーボール」／2011年アメリカ）　般

13 月
14 火 休館日
15 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（豊岡市民プラザほっとステージ）　乳

16 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

17 金
18 土
19 日
20 月
21 火 休館日
22 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

24 金

25 土

10：10 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

26 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

27 月
28 火 休館日
29 水 休館日
30 木 休館日（図書整理日）
※詳細は、各館に問い合わせてください。

図書館ホームページ休止のお
知らせ
　閲覧、資料の予約ができな
くなります。ご不便をお掛け
しますが、ご理解とご協力を
お願いします。
（期間）４月27日（月）午後６時
～５月１日（金）午前９時
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4月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

ベビーマッサージ

そとあそび広場　悪天候時は中止

そとあそび広場　お城山周辺　集合：支所玄関前

おたのしみ広場

こいのぼり制作

絵本の読み聞かせの会

おやこっこ運動遊び　しばっこ広場

ベビーマッサージ講座　子育て学習室

日　時 ①３日（金）⑤30日（木） 午前10時15分～
②８日（水）③15日（水）④20日（月）午後１時30分～

場　所 ①④総合体育館・芝生広場②中央公園（ふれあい）③しばっこ広場⑤中央公園（いこい）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外・遊具での遊び、子育て相談　など

日　時 15日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者
内　容 保健師の話｢予防接種について｣、親子交流、計測　など

日　時 22日（水）午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、ダンス、ギターミニコンサート　など

日　時 24日（金）午前10時～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 こいのぼり制作、ふれあい遊び　など

日　時 ９日（木）午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 散歩や芝生での遊び　※悪天候時は子育てセンターでの遊び

日　時 22日（水）午前10時30分～11時 対象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、手遊び、うた

日　時 10日（金）午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ８日（水）
対　象 ３ヵ月～１歳くらいまでの乳児と保護者　先着10組
内　容 ベビーマッサージ、親子の絆を深めるアロマテラピーの作用を学ぶ
講　師 アロマテラピーインストラクター　細川智子さん
持ち物 バスタオル１枚、フェイスタオル１枚 参加費 親子１組300円

日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩しながら公園で戸外遊び
持ち物 お茶、ベビーカー（赤ちゃん）

日　時 16日（木）午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 17日（金）午後１時30分～２時45分 申込開始 ８日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

日　時 23日（木）午後１時30分～３時30分 申込開始 16日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容“子どもが自己主張”できる子育て、できない子育て

日　時 22日（水）午後１時30分～３時 申込開始 13日（月）
対　象 １歳（４ヵ月以上）までの赤ちゃんと保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージ、お母さん同士の交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル１枚

にじっこ絵本

そとあそび広場　児童公園（竹野駅横）

えほんはともだち

わいわいコーラス

にこにこひろば

そとあそび広場　出合右岸公園　集合：但東子育てセンター

そとあそび広場　悪天候時は中止

パパと遊ぼうＤＡＹ！

日　時
①わらべうた遊び ２日（木）午前11時～
②ほっとたいむ ６日（月）、23日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 16日（木）午前10時30分～

場　所 ふれあい広場 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①わらべうた遊び②唱歌や童謡を歌う③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

日　時
わにグループ ５/20（水）、６/12（金）、７/15（水）、８/６（木）、９/２（水）、10/１（木）、11/13（金）
くまグループ ５/15（金）、６/17（水）、７/17（金）、８/７（金）、９/10（木）、10/２（金）、11/18（水）
両グループ 午後１時30分～２時30分 申込開始 27日（月）

対　象 わにグループ ２～３歳の幼児と保護者　先着20組
くまグループ ３～４歳の幼児と保護者　先着20組

内　容 楽しい親子運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

わらべうた遊び＆ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

なかよし広場
運動遊びグループ会員募集　子育て学習室

おはなし広場　子育て学習室

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

パパとあそぼうデー　子育て学習室
日　時 25日（土）午前10時～11時
対　象 乳幼児とお父さん※お母さんだけの参加、きょうだいの参加大歓迎！
内　容 親子ふれあい遊び、タオル遊び、パネルシアター　など

日　時 24日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊び　など

日　時 １日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 21日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 季節の歌や童謡、唱歌を歌う

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春を見つけよう!! 持ち物 お茶

日　時 ５日（日）午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子ふれあい遊び

日　時 ①７日（火）②21日（火）　午前10時15分～11時30分
場　所 ①こくふふれあい公園②日高町民公園
対　象 乳幼児と保護者 内　容 遊具・芝生広場での遊び

日　時 ４、11日の土曜日 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

なかよし広場

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ
日　時 15日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

そとあそび広場　菊屋島運動公園
日　時 21日（火）午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 たこ揚げ、風車　など 持ち物 帽子、お茶、タオル、運動靴

メロディ♪みいつけた
日　時 18日（土）午前11時～11時20分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子で歌を聴いたり、歌う

アウトドアクッキング
日　時 14日（火）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 園庭でホットドッグを焼く
持ち物 牛乳パック親子分（開かない）、お茶、おしぼり
参加費 １家族100円
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　防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
　家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。
　シリーズ最終回の今回は、皆さんに避難情報など大変重要な情報をお知らせする防災行政無線に
ついてです。 《問合せ》防災課☎23-1111

防災行政無線

２　防災行政無線の戸別受信機が放送を受信しない場合は、次の手順で対応をお願いします。
　（１）　戸別受信機をテレビから２ｍ以上離れた場所で、窓側に置く。
　（２）　電源を一度切り、もう一度入れる。
　（３）　戸別受信機のアンテナを伸ばす。
　（４）　午後６時（冬季は午後５時）の音楽放送（ミュージックチャイム）が受信機から流れるか確

認する（日高地域では、音楽放送は流れません）。
　（５）　市の行政情報をお知らせする定時放送が、毎週火曜日と金曜日の午前７時30分と午後７

時30分に、受信機から流れるか確認する（地域によって放送時間が異なります）。
　※（１）から（５）までの対応の結果、放送を受信しない場合は、防災課または各支所総務係に戸
別受信機を持参してください。

３　戸別受信機についてのお願い
　（１）　市外へ転出する場合

　市外へ転出する場合は、戸別受信機を市へ返却してください。個人宅の戸別受信機は、
市から各世帯に１台ずつ貸し出しているものです。不燃物として廃棄しないでください。

　（２）　市内で転居する場合
　市内で転居する場合は、戸別受信機の設定を転居先の行政区のコードに変更しますの
で、事前に防災課または各支所総務係に連絡してください。

　（３）　追加および市内事業所での設置
　個人宅に戸別受信機を追加する場合または市内の事業所に設置する場合は、有料です。
また、有料分の戸別受信機に外部アンテナの取付けが必要な場合は、その費用も負担し
ていただきます。

　（４）　日頃の手入れ
　戸別受信機に使えなくなった乾電池を入れたままにしておくと、乾電池の液が漏れ、
故障の原因になります。１年に１度、戸別受信機の乾電池の交換をお願いします。
　個人の重大な過失（乾電池からの液漏れ、高所からの落下など）による修理などについ
ては、実費をいただく場合がありますので、注意してください。

１　戸別受信機の各部の名称と働き
豊岡・城崎・竹野・但東地域の戸別受信機 日高・出石地域の戸別受信機

最終回

※下記と異なる機種があります。

して
ください。



平成27年２月28日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

4月の主な行事
APRIL

より詳しい情報は
こちらから

19（日）中嶋神社菓子祭（９：00～ 中嶋神社）日高消防団初出式
（９：00～11：30 日高支所周辺）

鳥居やすらぎ市民農園春まつり
（10：00～15：00 鳥居やすらぎ市民農園）
出石そば喰

く

い大会
（11：00～14：00 出石支所前広場）

爆笑！お笑いまつりin豊岡
（12：00～、15：00～ 市民会館）

メモリアルコンサート（18：30～ ひぼこホール）

20（月）
21（火）アウトドアクッキング（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

22（水）そとあそび広場（10：30～11：30 竹野駅横児童公園）
おたのしみ広場
（10：30～11：00 日高子育てセンター）

23（木）絵本の読み聞かせ（10：30～11：00 城崎子育てセンター）
温泉まつり（城崎温泉街、～24日）

24（金）
25（土）パパと遊ぼうデー（10：00～11：00 子育て総合センター）

神鍋高原水仙まつり前夜祭ジャズコンサート
（18：00～21：00 道の駅｢神鍋高原｣）

26（日）春の山菜摘みと試食会（９：00～13：00 竹野南森林公園）
カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）
第７回神鍋高原水仙まつり＆神鍋温泉ゆと
ろぎオープン１周年記念イベント

（10：00～ 道の駅「神鍋高原」他）

27（月）
28（火）
29（水）昭和の日神鍋溶岩流ウォーキング

（９：00～15：00 清滝地区公民館）
鈴木ユキオプロジェクト　トーク＆ミニパ
フォーマンス（ 城崎国際アートセンター）

30（木）

ひ
と
り
ご
と

1（水）にじっこえほん（10：30～11：00 竹野子育てセンター）
湯の原温泉オートキャンプ場営業開始

2（木）
3（金）
4（土）兵庫県北部合同企業説明会（梅田スカイビルタワーウエスト）

5（日）パパと遊ぼうＤＡＹ！（13：30～14：30 日高子育てセンター）

6（月）
7（火）そとあそび広場（10：15～11：30 こくふふれあい公園）

8（水）
9（木）そとあそび広場（10：30～11：30 出石支所集合）
10（金）
11（土）ダニエル・レヴェイエ滞在制作成果発表会『Sソリチュードolitudes』

（14：00～、20：00～ 城崎国際アートセンター）

12（日）
13（月）
14（火）松岡御柱まつり

（18：00～ 日高町松岡円山川河川敷）

15（水）たんとうチューリップまつり
（９：00～17：00 たんとう花公園、～26日）
なかよし広場（９：30～11：30 豊岡市民プラザ）
おでかけ広場（10：30～11：30 高橋地区公民館）

16（木）
17（金）おでかけ広場

（10：30～11：30 資母地区公民館）

18（土）新豊岡市誕生10周年記念事業「市民みんな
のパレード」
（９：30～10：30 市道大開一日市線）

新市誕生10周年記念式典
（10：30～ 市役所前市民広場）

第５回菓子祭前日祭
（10：00～15：30 豊岡駅通商店街）

▼
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。

新
し
い
出
会
い
や
別
れ
の
季
節
で
す
。

引
っ
越
し
を
控
え
、
通
い
慣
れ
た
通

勤
路
、
な
じ
み
の
光
景
、
身
近
な
コ

ウ
ノ
ト
リ
な
ど
が
今
は
特
別
で
す
。

今
年
は
い
つ
も
の
桜
が
恋
し
い
で
す

ね
。 

Ⓞ

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,559人（－106人） 41,077人（－49人） 44,482人（－57人） 32,779世帯（－4世帯）

37　 広報とよおか 2015（平成27）年4月号



2015（
平
成
27）年

４
月
号
／
３
月
25日

発
行

■
編
集
　
豊
岡
市
秘
書
広
報
課

　
〒
668-8666兵

庫
県
豊
岡
市
中
央
町
２
番
４
号

　
☎
0796 -23-1114　

FAX24-1004

■
支
所
　
　
　
　
　
　
 城
崎
☎
32-0001　

竹
野
☎
47-1111

　
日
高
☎
42  -1111　

出
石
☎
52-3111　

但
東
☎
54-1000

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.city.toyooka.lg.jp

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.239

▼日時　４月18日（土）午前９時30分～10時30分
▼会場　市道大開一日市線（アイティ～国道178号間

の約1000ｍ）
※交通規制：午前７時30分～11時予定
▼パレード参加予定団体　
人力車（豊岡・りく娘、城崎温泉観光大使、出石藩き
ものクイーン）、子ども義士行列、オンセンジャー、
轟大神楽保存会、たけのスタイル推進協議会、神
鍋民謡保存会、出石町大名行
列保存会、赤野太刀振保存会、
キッズダンサー、“東京ディズ
ニーリゾート”スペシャルパ
レードなど
▼注意事項
【観覧エリアと通路】
・パレード観覧エリアおよび通路では走らないでく
ださい。また、全面禁煙に協力してください。
・パレード実施中はパレード進行方向への移動はで
きません。

【観覧エリア内】
・座って観覧してください。
・パレード実施中は日傘、
雨傘の使用を控えてくだ
さい。
・手荷物、シートなどでの
場所取りは、禁止です。

【通路】
・立ち止まっての観覧は、
移動の妨げとなるため禁
止です。
▼その他　
・当日は交通渋滞などが予想されるため、徒歩、自
転車、公共交通機関での来場に協力をお願いします。
・詳細は、市ホームページ「市民みんなのパレード」
をご覧ください。
・悪天候などで、パレードを延期、中止、一部内容
を変更することがあります。
 《問合せ》大交流課☎21‒9016

新豊岡市誕生10周年記念事業 ｢市民みんなのパレード｣

■日程　４月18日（土）
■場所　市役所市民広場

特設ステージ
■プログラム　
　右表のとおり
《問合せ》総務課☎23‒1116

新豊岡市誕生10周年記念式典を開催します！
時　間 内　容　（予　定）

10：30 オープニングイベント
轟大神楽保存会・赤野太刀振保存会・神鍋民謡保存会・豊岡吹奏楽団の演奏

11：15～12：10 記念式典
12：15 市民みんなで風船上げ
13：00～15：00 ステージイベント
15：15～ 景品付餅まき

　お菓子のルーツは豊
コ コ

岡にある！
▼日時　４月18日（土）午前10時

～午後３時30分
▼場所　豊岡駅通商店街（大開通

り）
※大開通りの一部で午前７時30分
から午後５時15分まで車両通行
規制を行います。
○関連イベント
・新作・限定スイーツコンテスト（投票：午前10時～

午後２時30分、投票結果発表：午後３時・市役所
市民広場特設ステージ）
・能「田

た

道
じ

間
ま

守
もり

」特別版（市役所市民広場特設ステー
ジ）
・豊岡総合高等学校生徒によるお茶席（午前10時～午
後３時30分・本庁舎東ピロティ）
・市内の協賛飲食店でご飯が食べられる＆お菓子の
持ち込みができる
・キッズコーナー
・さくらお菓子教室のワークショップ
《問合せ》菓子祭前日祭実行委員会（豊岡商工会議所

内）☎22‒4456

第５回菓子祭前日祭を開催します！

ⒸDisney

※パレードは悪天候等の理由により中止、一部内容変更の可能性があります。
※画像はイメージです。

東京ディズニーリゾート®
スペシャルパレード

東京ディズニーリゾート®
スペシャルパレード

東京ディズニーリゾート®
スペシャルパレード
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　市では、顕著な功績のあった名誉市民に贈呈する
名誉市民章のデザイン案を募集しました。
　応募作品154点の中から、最優秀賞１点、優秀賞２
点、特別賞６点を決定しました。新豊岡市誕生10周
年記念式典で表彰します。
　最優秀デザイン案を基に、名誉市民章のデザイン
を作成します。
【最優秀賞】　※敬称略
▼橋本朋実（加広町）

名誉市民章デザイン案の入賞者決定！ 【優秀賞】
▼宇和野雄介（養父市）
▼宮垣綾奈（但東町坂野）
【特別賞】
▼由良　悠

はるか

（引野）
▼河原亜弥（加陽）
▼土生田琴美（出石町安良）
▼橋本泉

みず
岐
き
（清冷寺）

▼松本理帆（今森）
▼塚本明日香（福田）
《問合せ》秘書広報課秘書係☎23‒1114

最優秀賞

コウノトリが赤ちゃんを運ぶときに
使う「おくるみ」をイメージ
配色は、円山川と豊かな田園を表現


